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山口県公立学校教職員公募型人事異動制度について

学校の教育目標等に基づいて、求める教職員を公募し配置する公募型人事異動制度は、校長

がリーダーシップを発揮し、特色ある学校づくりや学校運営の活性化を進めるとともに、より

一層、教員の資質能力や意欲の向上を図ることができるなどの効果が期待されます。

このため、県教育委員会では、平成２１年度から通常の人事異動制度に加えて公募型人事異

動制度を実施しています。

公募型人事異動制度の概要

１ 目 的

(１) 校長が、学校運営方針や教育目標を明らかにし、必要とする人材を公募することにより、

学校教育目標の達成や活性化を図るとともに自主的・自律的な学校運営に資する。

(２) 積極的に挑戦しようとする教職員の意欲を生かし、その能力の一層の発揮を促すことに

より、個々の資質能力の向上を図るとともに、中核となる人材の育成に資する。

(３) 従来の人事異動に加えて実施することにより、一層の人事異動の活性化を図る。

２ 仕組み

小・中・高・中等教育学校・特別支援学校教職員

①公表・公募

②出願 ②出願

それぞれの学校の学校教育目標の達成に向けた求める教職員

（検 討）

小学校 中学校 高 校 中等教育学校 特別支援学校

校 長 校 長 校 長 校 長 校 長

③面接・選考

④意見具申

市町教委 ④意見具申

内 申

県 教 委

⑤人事異動

① あらかじめ県教委に申請し、承認された公募校の校長は、それぞれの「学校の教育目標の

達成や課題解決に向けた求める教職員」を公表し、公募する。

② 公募校に異動を希望する教職員が出願する。

③ 公募校の校長は、直接面接するなどして出願教職員を選考する。

④ 公募校の校長は、出願教職員について教育委員会に意見を具申する。

⑤ 教育委員会は、校長の意見具申を尊重し、人事異動を行う。



平成２９年度山口県公立学校教職員公募型人事異動制度の手続

公募校の決定・発表

公募希望校 ○ 公募を希望する校長は、申請書を県教委に提出（※１） [締切１１月１６日]
申 請

申請書の内容 申請理由、学校の特色、学校が求める教職員、公募人数
等、論作文題

公募教科・人数等 特に制限を設けない

※１ 市町立学校は、市町教委を経由して教職員課人事企画班へ提出
県立学校は、直接、教職員課人事企画班へ提出

県教委
審 査
決 定 ○ 県教委は、審査会を開催し、当該年度の公募校を決定
公 表 ○ 県教委は、公募校の募集要項を作成し全校に通知及びＨＰ等で周知

出 願

教職員 ○ 出願の相談があった場合、所属校の校長は公募校の校長（市町立学校にあっ
出 願 ては所管するそれぞれの市町教委を経由）に受入状況等を事前照会

○ 出願する教職員は、「異動についての調査票」の提出に併せて、「出願申請書」、
「論作文」を所属校の校長に提出

○ 所属校の校長は、「出願申請書」、「論作文」、「異動についての調査票の写し」、
「副申書」を公募校の校長（市町立学校にあっては所管するそれぞれの市町教
委を経由）に提出 [ 締切 出願先が市町立学校の場合：１月２７日、
出願先が県立学校の場合：２月１０日 ]

出願要件 ◇ 年度末の時点で現任校に３年以上継続勤務する教職員（教諭、
養護教諭(※２))
※２ 教諭・養護教諭として異動する事務局職員等を含む

◇ 出願する校種・教科に必要な教育職員免許状を有すること
（校種等を越えた出願可）

◇ １人１校に限る

○ 公募校の校長は出願状況を提出締切日以降、速やかに県教委に報告（「出願
状況報告書」）（※３）
※３ 市町立学校は、市町教委を経由して義務教育課地域支援・人事班へ提出

県立学校は、直接、教職員課人事班へ提出

選 考

公募校の校長 ○ 公募校の校長は、提出された書類を資料として書類選考し、結果を所属校の
書類選考 校長（市町立学校にあっては所管するそれぞれの市町教委を経由）を通して出
面 接 願教職員に連絡(書類選考により選考された者には面接する日時を連絡)
最終選考 ○ 面接は、公募校の校長が実施
具 申 ○ 選考は、出願教職員の意欲、能力、適性、実績を判断し、公正に実施

○ 公募校の校長は、「意見具申書」により県教委（市町立学校にあっては所管
するそれぞれの市町教委を経由）に具申 [提出期間 市町立学校:１月３０日
から２月１０日まで、 県立学校:２月１３日から２月２１日まで]（※３）

○ 公募校の校長は、意見具申提出後、選考結果通知書により所属校の校長（市
町立学校にあっては所管するそれぞれの市町教委を経由）に選考結果を連絡

○ 所属校の校長は出願教職員に最終選考結果を連絡

具申内容 配置候補者の有無及び希望順位

異 動

県教委・市町教委 ○ 県教委及び市町教委は、公募校の校長の具申を十分考慮して定期人事異動を
異 動 行う。

○ 最終的な結果の通知は、異動（配置）をもって代える。



 

平成２９年度山口県公立学校教職員公募型人事異動制度 

公募校一覧（中学校） 

No. 学 校 名 公募分野 人 数 

１ 岩国市立岩国中学校 生徒・部活 ２ 

２ 岩国市立麻里布中学校 学習・部活 各１ 

３ 岩国市立川下中学校 生徒・部活 １ 

４ 岩国市立灘中学校 特支 １ 

５ 岩国市立東中学校 一貫、生徒、部活のいずれか ２ 

６ 岩国市立岩国西中学校 学習、特活、道徳のいずれか ２ 

７ 岩国市立由宇中学校 地域 若干名 

８ 岩国市立周東中学校 学習、部活のいずれか ２ 

９ 和木町立和木中学校 学習、小中のいずれか ２ 

１０ 柳井市立柳井中学校 部活、そ（集団づくり）のいずれか ２ 

１１ 周防大島町立大島中学校 学習・地域 １ 

１２ 上関町立上関中学校 学習、部活、特色のいずれか ２ 

１３ 田布施町立田布施中学校 特支、学習、部活のいずれか 若干名 

１４ 平生町立平生中学校 小中・コミスク １ 

１５ 下松市立末武中学校 学習、生徒、特支のいずれか 若干名 

１６ 光市立光井中学校 学習・部活、生徒・部活のいずれか ２ 

１７ 光市立浅江中学校 コミスク、部活のいずれか 若干名 

１８ 光市立島田中学校 学習、生徒、部活のいずれか ２ 

１９ 周南市立太華中学校 生徒、特支、そ（音楽教育）のいずれか ２ 

２０ 周南市立住吉中学校 学習、生徒のいずれか ２ 

２１ 周南市立桜田中学校 学習、生徒、部活のいずれか 若干名 

２２ 周南市立周陽中学校 学習・部活 ２ 

２３ 周南市立福川中学校 学級・部活 ２ 

２４ 周南市立熊毛中学校 生徒 ２ 

２５ 山口市立宮野中学校 生徒・部活 ２ 

２６ 山口市立大殿中学校 学習、部活のいずれか １ 

２７ 山口市立白石中学校 学習、生徒、部活のいずれか 若干名 

２８ 山口市立湯田中学校 学習、生徒、部活のいずれか ２ 

２９ 山口市立鴻南中学校 学習 ２ 

３０ 山口市立二島中学校 学習 ２ 

３１ 山口市立川西中学校 学習・生徒・部活 若干名 

３２ 山口市立潟上中学校 特支・部活 ２ 

３３ 山口市立仁保中学校 特支 １ 

３４ 山口市立大内中学校 学習、道徳、特支、部活のいずれか 若干名 

３５ 山口市立平川中学校 学校運営・部活 ２ 

３６ 山口市立小郡中学校 学習・生徒・部活 ２ 

３７ 山口市立秋穂中学校 学習・生徒・地域 ２ 

【別紙１－２】 



 

 

No. 学 校 名 公募分野 人 数 

３８ 防府市立国府中学校 学習・生徒・部活 若干名 

３９ 防府市立桑山中学校 特支、特活、学習、部活のいずれか ２ 

４０ 防府市立野島中学校 へき地、小中のいずれか １ 

４１ 防府市立右田中学校 学習・部活 ２ 

４２ 防府市立大道中学校 コミスク・部活 １ 

４３ 宇部市立西岐波中学校 学習、地域のいずれか １ 

４４ 宇部市立上宇部中学校 学習・部活 ２ 

４５ 山陽小野田市立高千帆中学校 学習・特支 １～２ 

４６ 山陽小野田市立小野田中学校 地域・小中 若干名 

４７ 山陽小野田市立竜王中学校 学習 ２ 

４８ 山陽小野田市立厚狭中学校 学習、生徒、部活のいずれか 若干名 

４９ 山陽小野田市立埴生中学校 学習・部活 １ 

５０ 山陽小野田市立厚陽中学校 特支 １ 

５１ 美祢市立厚保中学校  学習・道徳 １ 

５２ 美祢市立於福中学校 学習 １～２ 

５３ 美祢市立秋芳中学校  学習・地域 １ 

５４ 下関市立日新中学校 生徒、学習、部活のいずれか ２ 

５５ 下関市立向洋中学校 学習・部活 １～２ 

５６ 下関市立文洋中学校 学習、部活のいずれか 若干名 

５７ 下関市立東部中学校 学習、生徒、小中・コミスクのいずれか ２ 

５８ 下関市立長府中学校 学習・部活 ２ 

５９ 下関市立勝山中学校 学習・生徒・部活・ ２ 

６０ 下関市立川中中学校 学習・道徳・部活 ２ 

６１ 下関市立安岡中学校 学習 若干名 

６２ 下関市立彦島中学校 学習、生徒、部活のいずれか ２ 

６３ 下関市立菊川中学校 学習・部活 ２ 

６４ 下関市立夢が丘中学校 学習・部活 １ 

６５ 萩市立越ヶ浜中学校 学習・生徒 １ 

６６ 萩市立大井中学校 小中・地域 １ 

６７ 萩市立大島中学校 へき地・小中 １ 

６８ 萩市立相島中学校 へき地・複式教育、学習、部活のいずれか １ 

６９ 萩市立萩東中学校 学習・生徒・地域 ２ 

７０ 萩市立田万川中学校 コミスク １ 

◯公募分野略号 

学習：学習指導 学力：学力向上 生徒：生徒指導 特支：特別支援教育 特色：特色ある教育 

小中：小中連携 一貫：小中一貫教育 学級：学級経営 相談：教育相談 道徳：道徳教育  

特活：特別活動 総合：総合的な学習の時間 へき地：へき地教育 地域：地域連携  

コミスク：コミュニティ・スクール  部活:部活動 そ：その他  

 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 岩国市立岩国中学校 藤本 孝 
岩国市錦見    
２－５－８０ 

学校の特色 
 

 

 
  
 
 

 
本校の校区である岩国地区は、かつて吉川藩の城下町として栄え、落ち着いた町並みと

錦川に架かる名勝錦帯橋や岩国城に象徴される風光明媚な場所である。学校周辺は住宅と
官公庁に囲まれ、緑豊かな環境は学習の場としてふさわしい。 
 保護者や地域住民の学校教育への関心は高く、やまぐち型地域連携教育が着実に進み、
教育活動が充実してきた。 
 教員の意欲的な授業改善と生徒の積極的な学習活動で高い学力を身につけ、生徒会活動
や部活動において生徒の主体的な取組を進めている。 
 
 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 思いやりの心をもち、助け合いの行動をする生徒の育成 
２ 多様な思考をもち、進んで発言する生徒の育成 
３ 志をもち、目標に向け進む生徒の育成 
４ 正しい判断力をもち、大きな声で挨拶する生徒の育成 
５ 地域貢献のために体験・交流・創造活動する生徒の育成 

学校が求める教職員 公募分野：生徒指導・部活動 公募人数等 

  
『高いモチベーションをもち生徒のよさを引き出す教員』 
 
○ 生徒に寄り添い、生徒のために積極的に動く教員 
○ 専門的な技術指導とともに、社会性や人間性を高める部活動（サッカ
ー部、ハンドボール部、ソフトテニス部等）をすすめ、生徒とともに汗
をかく教員 

 

２名 
 

教科指定なし 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

  

『自分のよさや可能性を生かし、これから本校で取り組みたいこと』
を書いてください。 
 

■生徒数：５０９人      ■学級数：１８学級 

■電話番号：０８２７－４３－４４００ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.iwj.edu.city.yamaguchi.jp/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 岩国市立麻里布中学校 吉村  正義 
岩国市室の木２丁目 
７番地１１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
 本校は、古くから商業の町として栄えてきた岩国市の中心街にある。近年、岩国駅前に
は、マンションやアパートが建ち並び、市外からの転入者も多くなっている。 
 保護者は教育に対して関心が高く、本校の教育活動についても協力的で、文化祭のバザ

ーや合唱等、育友会活動に大変熱心である。 
 本校の生徒は、落ち着いた学校生活を送っている。学園信条に象徴されるように、生徒
の自治活動を重視しており、体育祭や文化祭などをはじめとした学校行事等を中心に、一
致団結して真剣に取り組んでいる。 
本校は、４年前にコミュニティ・スクールを立ち上げ、現在では、学校運営協議会委員

や民生児童委員を中心にしたあいさつ運動等、地域から大きな協力を得ている。 
 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 学力の向上をめざし「学ぶ喜びを味わう授業づくり」に取り組む。 

２ 積極的な生徒指導や教育相談に努め、組織として解決に努力する。また、活力ある生

徒会活動を展開する。 

３ 情報発信・収集に努め、学校・家庭・地域社会の協力・信頼関係の深化を図る。 

 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

  
○ 前向きで常に生徒に寄り添い、意欲的に授業改善に取り組む教員 
 
○ 部活動（バレーボールやサッカー）の指導に熱心に取り組み、結果だ
けにこだわるのではなく、心身ともに成長を促進するために尽力する教
員 

 
 

 
 

国語・理科 
各１名 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 
今までの教職経験をもとに「麻里布中学校で取り組んでみたいこと」

を述べてください。 
 
 

■生徒数 ４０９人      ■学級数：１４学級 

■電話番号：０８２７－２２－２２３４ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://marifu_c@city.iwakuni.lg.jp 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 岩国市立川下中学校 塚田 拓司 
岩国市中津町 
２－２２－２５ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 

川下中学校区は岩国市のほぼ中心部に位置し、商業・住宅地域や造成された団地及び干

拓地に広がる蓮田の農業地域からなっている。また、米軍岩国基地が隣接しており、地域

や学校、生徒の雰囲気も国際色豊かである。生徒は、川下小学校と愛宕小学校の二つの小

学校区から入学し、明朗闊達で何事にも積極的・前向きに取り組んでいる。 

 本校は、教育目標を「豊かな心をもち、主体的に学び、たくましく生き抜く生徒の育成」

として、活気ある学校・魅力ある学校・地域に信頼される学校をめざし、教職員・生徒・

保護者が一丸となり、日々、教育活動に意欲的に取り組んでいる。また、近年コミュニテ

ィ・スクールや地域協育ネット（あったかネット）の活動が充実してきており、地域に開

かれた学校づくりを推進しているところである。 

 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

知・徳・体の調和のとれた生徒の育成 

１ 基礎・基本の徹底と確かな学力の定着をめざした授業改善と評価の工夫 

２ 正しい判断力をもち､相互理解による積極的な生徒指導の推進 

３ 体験活動や道徳教育を通した、豊かな人間性の育成と望ましい人間関係づくりの推進 

４ 体力向上に向けた学校体育の充実と食育を核とした健康教育の推進 

５ コミュニティ・スクールと地域協育ネットによる地域社会に信頼される学校づくりの

推進 

学校が求める教職員 公募分野：生徒指導・部活動 公募人数等 

○ 教育公務員としての使命感と自覚、専門職としての誇りをもち、不断

の研鑽に努め、生徒・保護者・地域・同僚から信頼される教員 

○ 部活動（サッカー）において、生徒理解に努め、教育に対する情熱と

深い愛情、豊かで広い心をもって生徒に接することができる教員 

１名 
 

国語又は 
保健体育 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

これまでの教職経験や教育信条等を踏まえ「生徒指導・部活動」に

ついて、川下中学校で実践したいことを述べてください。 

■生徒数：４９０人     ■学級数：１９学級 

■電話番号：０８２７－２１－５１６８ 

■Ｗｅｂページアドレス：

http://www.kwj.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/ 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 
中学校 

 

 
岩国市立灘中学校 

 

 
大田 秀幸 

 

岩国市藤生町  
二丁目２５番１号 

学校の特色 
 

 

 
 
 

 
本校は自然に恵まれた環境にあり、純朴な生徒が多く、これまでの組織的な体制による

教育活動の推進により、比較的落ち着いた状況にある。 
本年度は、「あたたかい学校・美しい学校・支え合う学校～大好き！灘中学校～」を学

校スローガンに掲げ、生徒の笑顔があふれ、あたたかく、美しく、活力のある学校をめざ
して、全教職員がもてる力を発揮し、創意と工夫により、生徒とともに魅力ある学校づく
りを推進している。   
また、「灘の地域を愛し、地域からも愛される灘の子どもたち」を育むために、灘地区

協育ネット協議会と灘地区小中連携教育推進協議会を基盤として、地域と保護者、校区内
の２小学校と連携を強化し、開かれた学校づくりに努めている。 
今後も、これまでの経緯や成果を踏まえながら、さらに学校・家庭・地域の強い信頼関

係にもとづく開かれた学校づくりを推し進め、生徒一人ひとりを大切にした教育を展開し
たいと考えている。特に、生徒一人ひとりにきめ細かな指導をする観点から、個々のニー
ズに応える特別支援教育の推進が求められている。 
そこで、特別支援学級の指導経験が豊富で、通常学級に在籍する特別な配慮を要する生

徒への対応等に適切な指導や助言ができる、特別支援教育推進の中核となる人材を必要と
している。 
 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ わかる授業づくりと家庭学習の習慣化により、確かな学力の定着を図る。 

２ 生徒一人ひとりに寄り添い、積極的な生徒指導の推進を図る。 

３ 夢の実現に向けて、計画的なキャリア教育を推進する。 

４ 豊かな心の育成につながる美しい教育環境づくりに努める。 

５ 危機管理意識を高め、「報告・連絡・相談」を徹底する。 

６ 地域とともにある信頼される学校づくりを推進する。 

学校が求める教員 公募分野：特別支援教育 公募人数等 

○ 特別支援教育に関する専門的な知識と経験を有しており、特別支援教
育の推進に校内のリーダーとして意欲的に取り組み、校内支援体制の強
化に力を発揮できる教員 

○ 学校の総合的な教育力の向上に向け、他の教職員と協力し、より良い
学校づくりに取り組むことのできる教員 

１名程度 
 

教科指定なし 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

これまでの経験や実践に基づく特別支援教育に関するあなたの考
えと、本校でどのように特別支援教育に取り組みたいかを具体的に述
べてください。 

■生徒数：３１２人       ■学級数：１２学級 

■電話番号：０８２７－３２－０２１１ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://www.ndj.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/index.html 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 
中学校 

 

 
岩国市立東中学校 

 

 
升本 雅巳 

 

岩国市三笠町  
二丁目１番９号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
 
本校では、地域や家庭の教育に対する関心が高く、平成２５年度から学校運営協議会を

立ち上げコミュティ・スクールへと移行し、地域とともに学校運営を行っている。また、
平成３２年度には、東小学校と校舎一体型の小中一貫校としてスタートすることになる。 

素直な生徒が多く、これまでの組織的な体制による教育活動の推進により、大変落ち着
いた状況にある。 
本年度は、「夢への挑戦」をスローガンとして、生徒の自治力の育成とキャリア教育の

推進を中心とした積極的な生徒指導、学力保障をするための授業力の向上等を柱とした全
校体制での取組に重点を置いている。さらに、「自信と誇りにあふれる東中学校」をめざ
して、生徒と教職員が一丸となってボランティア活動などの様々な取組をしている。   
また、開かれた学校づくりを進めるとともに、東中学校区協育ネット協議会と東中学校

区小中連携協議会を組織してその推進に取り組みはじめ、地域と保護者、校区内の３小学
校と連携を強めつつある。これらの取組を地域や保護者と協働して推進することにより、
地域の子どもが魅力と誇りを感じる学校をめざしている。 
来年度はこれまでの経緯や成果を踏まえながら、さらに平成３２年度の小中一貫校の開

校に向けた学校改革を推し進めていきたいと考えており、その中核となる人材を求めてい
る。あわせて、部活動指導を通して人格形成をめざす、専門性の高い教職員も求めている。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

自己指導能力の育成に向けて、 

１ 豊かな心の育成を図る。（積極的な生徒指導の推進、生徒自治力の育成、キャリア教

育の推進等） 

２ 確かな学力の育成を図る。(東中授業スタイルの徹底等） 

３ 健やかな身体の育成を図る｡（基本的生活習慣の確立、部活動の活性化等） 

学校が求める教員 
公募分野：小中一貫教育､生徒指導､部活動のいず

れか 
公募人数等 

「厳しくも温かく、情熱にあふれ、使命感をもって学校改革に取り組む
教員」 

 
○ 小中一貫教育に高い関心をもち、その推進に意欲的に取り組める教員 

○ 積極的な生徒指導の推進を先頭に立ってリードするとともに、学校の
総合的な教育力の向上に向けて学校改革にチャレンジする教員 

○ 部活動において、部員とともに勝利をめざしながらも、勝利至上主義
とならず、生徒の社会性や規範意識、感謝の心を育てようとする教員 

 
 

２名 
教科指定なし 
 
 
 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

自分の強みと弱みは何か。そして、教育活動に自分の強みや持ち味
をどのように発揮していくか。 
 

■生徒数：２７３人       ■学級数：１１学級 

■電話番号：０８２７－２２－０１０８ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://www.hgj.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/index.html 



 

 

校校校校    種種種種 学学学学    校校校校    名名名名 校長名校長名校長名校長名 所所所所    在在在在    地地地地 

中学校 岩国市立岩国西中学校 松本 恵理子 岩国市角７７－１ 

学校の特色学校の特色学校の特色学校の特色 
 

 

 

 

 

 本校は、平成９年４月、錦川清流線の南河内駅近くに設置された新設校である。落ちつ

いた教育環境の中、生徒も心穏やかで礼儀正しく、真面目な生活態度で学校生活を送って

いる。 

 教育目標である「未来を生き抜く生徒の育成」に向けて、他者とのつながりをキーワー

ドとし、「学ぶ力を育てる」「豊かな心を育む」「健康で安全な生活を送る」を柱に取り

組んでいる。特に、「基礎学力定着システム」「つながりタイムや生徒集会での人間関係

づくり」「全員参加の学校行事」「きめ細やかな相談体制」などは、本校の特色であり、

取組の成果が現れているところである。 

 また、今年度は、「やまぐち型連携教育モデル校」として、「ＩＷＡＮＩＳＨＩネット

協議会」を立ち上げ、地域連携教育を進めてきた。さらに、校区内２小学校との小中連携

教育も推進し、校区をひとまとまりとした連携体制が徐々に構築されつつある。 

  

 

【【【【本年度本校で重点をおいて取り組本年度本校で重点をおいて取り組本年度本校で重点をおいて取り組本年度本校で重点をおいて取り組んでいるんでいるんでいるんでいる目標目標目標目標】】】】    

    

「未来を生き抜く生徒の育成～“幸福度ＮＯ.１の学校”を目指して～」 

１ 小中連携教育を柱としたやまぐち型地域連携教育の推進 
２ すべての生徒の学びを支える体制づくりと授業力向上 
３ 豊かなつながりを生み出す生徒指導の改善・継続 
４ 安心して学べる教育環境の整備 
 

学校が求める学校が求める学校が求める学校が求める教職員教職員教職員教職員 
公募分野：公募分野：公募分野：公募分野：学習活動、特別活動、道徳教育のい

ずれか 
公募人数等公募人数等公募人数等公募人数等 

○ 生徒の学力向上に向けて、日々の授業改善に努め、本校の校内研修

に意欲的に取り組む教員 

 

○ 小規模校のよさを生かし、特別活動などをとおして、生徒一人ひと

りを成長させることのできる教員 

  

 

 

２名 

英語・保健体育 

 

論作文題論作文題論作文題論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 

  

「本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標」、「学校が求め

る教職員」を踏まえて、実践したいことなどを具体的に述べてくださ

い。 

 

■生徒数：６０人      ■学級数：４学級 

■電話番号：０８２７－４７－２００９ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.inj.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 岩国市立由宇中学校 藤井 一憲 
岩国市由宇町 
北５丁目２番１号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
本校は、「地域との協働による教育活動の推進により、豊かな心と確かな学力の育成を

図る」ことをめざして学校経営を進めている。 
 地域との連携については、平成２２年度にコミュニティ・スクールの指定を受けたこと

を皮切りに、２３年度には「由宇地域協育ネット」を本校に事務局を置く形で立ち上げ、
地域による学校支援を充実させてきた。それに呼応する形で生徒たちの地域貢献意識も高
まり、多くの生徒がボランティア活動に取り組んでいる。 
 また、地域には本校教職員や生徒もその組織の一角を担う総合型地域スポーツクラブ
「ゆうスポーツクラブ」があり、部活動の指導者を派遣していただいたり、ビーチレース
やスポーツフェスタなどの行事に本校が主体的に参画したりするなど、まさに地域と一体
となった取組をすすめている。 
 今後は、『「地域のやりたい」を学校で』を合い言葉に「地域づくりの拠点」としての
学校をめざした取組を進めていきたいと考えている。 
 地域とのつながりが子どもたちの心を育て、豊かな心が確かな学力を生むことを信じて
日々の取組を進めているところである。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

１ 由宇地域協育ネットと連携した教育活動の推進 
２ 道徳の時間を核として体験活動を重視した「豊かな心」の育成 
３ 「問い」を大切にした絶え間ない授業改善 

４ 特別支援教育をふまえた「寄り添う生徒指導」の推進 

学校が求める教職員 公募分野：地域連携 公募人数等 

○ 本校で地域との協働による教育活動の推進の核となる地域連携を担
う意欲のある教員 

 
本校の地域連携担当教員になると・・・ 
 
・モデル事業の運営等を通じて、企画・立案能力が身につきます。 
・外部とのコミュニケーションを通じて調整能力を磨くことができます。 

・地域のみなさんと子どもたちの笑顔をたくさん見ることができます。 

若干名 
 

教科指定なし 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

  
「地域との連携をさらに進めるために、本校で取り組んでみたいこと」を

具体的に記述してください。 

 

■生徒数：２０２人      ■学級数：９学級 

■電話番号：０８２７－６３－０９５０ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yuj.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/ 



 

 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 岩国市立周東中学校 太田尾 雅博 
岩国市周東町下久原
４８３番地 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
 本校は、周東町と玖珂町を合わせた玖西盆地のほぼ中央に位置し、学校周辺には大型ス
ーパーやホームセンターなどが集中している商業施設が存在する。 
 昭和５１年に旧周東町内５校の中学校が統合し、１町１校の中学校として開校した。現

在、生徒は６校の小学校から入学してくるなど、校区も広く、遠距離通学生徒はスクール
バスや自転車を利用して通学してくる。 
 平成２６年からコミュニティ・スクールを立ち上げ、授業改善・個別指導・食育・心の
教育・学習環境の整備等に積極的に取り組んでいる。生徒に寄り添い支えながら、自分で
考え、判断し、協力して取り組む生徒の育成に努めている。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 学力向上のための毎時間の授業評価をもとにした授業改善と、学習規律の確立、個に
応じた指導の充実（補習３００回・３０００人）、伝える力の育成 

２ 学習環境の整備（掲示、花 ～見える化の推進～） 
３ 食育の推進（給食残量０、朝食摂取率１００％、弁当の日の取組） 
４ 家庭・地域社会との連携の強化～コミュニティ・スクールの推進～   
 

 

学校が求める教職員 
公募分野：学習指導、部活動（バレーボール、卓

球）のいずれか 
公募人数等 

○ 授業改善に意欲をもって取り組む教員 

○ 部活動（バレーボール・卓球）に熱心に取り組む教員 
２名 

 

教科指定なし 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 
 

 

  

これまでの実践経験を踏まえ、本校で取り組みたいことを具体的に
述べてください。 
 
 

■生徒数：２６０人      ■学級数：１１学級 

■電話番号：０８２７－８４－１２７１ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http:// www.stj.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 和木町立和木中学校 和田 敏明 
玖珂郡和木町和木 
２丁目５番２号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
和木町は、山口県と広島県との県境である小瀬川の右岸河口部に位置し、川と緑に囲ま

れた自然豊かな場所であると同時に、沿岸部には石油化学工場地域がある。 
本校は、県東部地区の中学校としては唯一の教科教室型校舎であり、各教科の特性を生

かした教科教室経営が行われている。また、ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法の工

夫・改善や学力向上にも取り組んでいる。各教室には大型モニターテレビを始め、電子黒
板や書画カメラが設置されており、教員や生徒が使用できるタブレット端末やデジタル教
科書が全教科で活用されている。 
町の教育施策の一つである「町ぐるみ『和木学園』」構想の実現をめざし、こども園１

園・小学校１校・中学校１校からなる１５歳まで連続した学びのために、園小中一貫教育
（施設分離型）をめざしている。 
 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 教科教室型校舎やＩＣＴ機器を活用して、確かな学力の向上を図る。 
２ 学校運営協議会・地域協育ネットにより、地域とともにある学校づくりを行う。 
３ 「ふるさとの良さが語れる」「ふるさとを誇りに思う」生徒を育成する。 
４ 夢や希望をもち、その実現に向けて努力する生徒を育成する。 

 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導、小中連携のいずれか 公募人数等 

 
○ 教科教室やＩＣＴ機器等の恵まれた学習環境を有効に活用して、指導
方法の工夫・改善や学力向上に積極的に取り組む教員 

 
○ 「町ぐるみ『和木学園』」構想の実現に向けて、園小中一貫教育の推
進に積極的に取り組む教員 

 
 

 
 
 

 
理科１名 
 
 
教科指定なし 

１名 

 

論作文題 
（Ａ４判１枚程度） 

 

 これまでの教育実践の成果と課題、及び「本校で取り組みたいこと」

を書いてください。 

■生徒数：１７３人      ■学級数：８学級 

■電話番号：０８２７－５２－４３２８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http:// www.wakichu.com/ 



 

 

 

校 種 

 

学 校 名 

 

校長名 

 

所 在 地 

 

中学校 
 

 

柳井市立柳井中学校 
 

 

守山 敏晴 
 

柳井市柳井４１５５ 

 

学校の特色 

 

 

 
 
 
 

柳井市の中心校で、全校生徒５７１名２１学級（内：特別支援学級３）の大規模校
である。学校の環境整備に尽力し、絵画、花、掃除、教室等を整え、落ち着いて学習

できる環境を創造している。 
エネルギッシュで活力のある学校にするために、学年・学級集団づくりやアクティ

ブ・ラーニングの研究を行うとともに、生徒指導、教育相談、特別支援教育の三者を
一体化した生徒支援委員会を立ち上げ、特別支援教育の視点を中心に一人ひとりを大
切にする教育を推進しており、落ち着いた学習環境を構築している。 

   また、部活動もとても盛んで、地域大会はもちろんのこと、県大会・中国大会・全
国大会等でも優秀な成績をあげている。 

 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

○ 教育目標＝「心豊かでたくましい生徒の育成」 
○ 中長期目標＝魅力ある学校づくり「一人ひとりが輝く日本一の学校づくり」 
○ めざすビジョン ～やさしさとたくましさを育てる教育の推進～ 

(1) 仲のよい友達がいて、心の居場所のある学校 
(2)  自分を生かし、所属感や充実感を感じる場のある学校 
(3) 楽しくわかる授業のある学校 
(4) 信頼できる、好きな先生のいる学校 
(5) 学習環境が整っている、きれいな学校 

○ チャレンジ目標＝「時を守り、礼を重んじ、美を制す」（柳中ビレッジの創造） 
○ しらかべネット子ども像「地域とつながり 思いやりのある子ども」 

 

学校が求める教職員 公募分野：部活動、その他（集団づくり）のいずれか 公募人数等 

 
コミュニティ・スクール等の教育活動に前向きで創造力のある教員集団

をめざす。 

そのために、「集団づくりに熱心な教員」・「研修に意欲的な教員」を
求む。 
 

 
 

２名 

 
 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度)   

 

 
生徒一人ひとりを生かすための集団づくりの在り方について 

 

 

■生徒数：５７１人       ■学級数：２１学級 

■電話番号：０８２０－２２－０４０５ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://www.city-yanai.jp/site/yanai-chu/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 周防大島町立大島中学校 佐伯 公夫 
大島郡周防大島町 
西屋代２５９８ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  
本地域は、柳井市まで車で約２０分、大畠駅まで車で約１０分ということから、日常的

に人や物資の出入りが多い。主に市街地的な地区と農村的な地区からなり立ち、それぞれ
の特性が感じられ、伝統的美風も残し、教育尊重の思いが強い。 

 生徒は、明るく素直で挨拶がよくでき、落ち着いた学校生活を送っている。また、ボラ
ンティア活動や地域行事にも積極的に参加する生徒が増えている。小集団での生活を送っ
てきた生徒も多いことから、生徒同士のコミュニケーションの活性化をめざし、学校全体
で授業改善等に取り組んでいるところである。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 教育目標 
  「ふるさとを愛し、自らの未来を切り拓く大中生」 

～チャレンジ、つながり、粘り強さ～ 
２ 重点目標 
（１）社会で通用する知恵とスキルを身に付ける授業づくり 
  ① 基礎学力の定着と「論理的思考力」を育む授業展開 
  ② 学力向上プランを踏まえた授業改善とＰＤＣＡサイクルの実践 

  ③ コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力の育成 
  ④ 学習支援ボランティアを活用した授業実践と補充学習 
（２）つながりを大切にした地域ぐるみの教育の推進 

  ① 学校運営・学校支援・地域貢献が機能する教育活動の推進 
  ② 心の教育の充実と好ましい人間関係づくりの推進 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・地域連携 公募人数等 

  
・ 信頼と愛情を基盤に生徒一人ひとりの良さを引き出し、伸ばすことの

できる教員 
 
・ 指導力向上に意欲的に取り組み、組織力を高める教員 

 
・ 保護者や地域とともにある学校づくりができる教員 
 

 
 
 

数学１名 
 

 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 

  
 「学校が求める教職員」を踏まえて、本校で取り組みたいことを具
体的に記述してください。 
 

■生徒数：８３人      ■学級数：４学級 

■電話番号：０８２０－７４－２０７４ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.sea.icn-tv.ne.jp/~oshimajh/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

上関町立上関中学校 
 

 

横山 敬三 
 

熊毛郡上関町 
長島２８０ 

学校の特色 

 

 

 

 
 
 
 本校は小規模校ではあるが、生徒は豊かな自然環境と落ち着いた学習環境の中で、様々
な教育活動に熱心に生き生きと取り組んでいる。 
 本校の大きな特色は、上関小学校と上関中学校による小中一貫教育である。「郷土愛と

生きる力を育む小中一貫教育の推進」をめざして、小中学校の教職員、保護者、地域が連
携を図りながら、９年間の学びの連続性を大切にするとともに、異校種、異学年の交流を
生かした学びを展開している。今現在、部活動は男女ともソフトテニス部のみであり、全
校生徒が同じ部に入部し、日々練習に励んでいる。 
今後は、同じ敷地内に上関小、上関中が隣接する恵まれた学習環境を生かし、上関だか

らできる地域に根ざした小中とのつながりのある活力に満ちた学校づくりをめざしてい
きたい。 

【本年度本校で重点をおいて取り組む目標】 

 １ 生徒一人ひとりの学力向上を図る日々の活動を見直す。 

２ 豊かな心を育む教育活動を推進する。 

 ３  困難に負けない心身を育成する活動を充実する。 

４  上関地域の良さを生かした校区の小中につながる教育活動を展開する。 

学校が求める教員 公募分野：学習指導、部活動、特色ある活動のいずれか 公募人数等 

  
 
・ 生徒の学力向上に向け、意欲的に授業改善に挑む教員 
 
 
・ 部活動（ソフトテニス部）を通して、社会性や規範意識、困難に負け

ないたくましい心身を育成する教員 

 
・ 地域とともに歩む小中のつながりある学校づくりに貢献できる教員 
 
 

外国語（英語）
１名 

 
保健体育１名 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

  
これまでの教職経験をもとに、上記の「学校が求める教員」を踏まえ

て、上関中学校で実践していきたい教育活動について、具体的に述べて
ください。 

 

■生徒数：３９人 ■学級数：４学級 

■電話番号：０８２０－６２－０３２１ 

■Ｗｅｂページアドレス： 
  http://www.town.kaminoseki.lg.jp/kami-juniorhighschool/index.html 

 



 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 田布施町立田布施中学校 岡室 真文 
熊毛郡田布施町大字 
下田布施１０５０－４ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 田布施町には、中学校が１校（本校）と小学校が４校ある。町内４小学校と本校が連
携・協働しながら学習指導や生徒指導にあたっている。 
生徒は落ち着いた学校生活を送っており、校内外で進んであいさつができる生徒が多

い。学習や部活動等にも熱心に取り組んでおり、双方共に一定の成果を発揮している。

学校では、生徒会執行部や応援リーダー等が中心となった主体的な活動が行われており、
壮行式での応援や運動会での集団演技「グランドマーチ」、文化祭での合唱など、歴史
ある本校独自の取組を継承している。コミュニティ・スクールとして３年目でもあり、
地域と共にある学校づくりも進んできている。 

 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
① コミュニティ・スクールの機能を生かした教育活動の充実 
② 学力・体力の向上をめざした教育活動の充実 
③ 落ち着きと温もりのある学校生活の定着に向けた生徒指導の充実 
④ 協働体制による組織力の向上と業務の効率化 

学校が求める教職員 
公募分野：特別支援教育、学習指導、部活動の 

いずれか 
公募人数等 

「みんながみんなをみる、みんながみんなと育つ」学校づくりに力を尽く
す教職員 

 
○ 特別な教育的支援を必要とする生徒への「個に応じた支援・指導」と
「進路指導」に積極的に取り組む意欲のある教員 

           （特別支援学級担任、通級指導教室担当） 
○ 授業改善に積極的に取り組む教員 （英語科、社会科） 
○ 生徒・保護者との信頼関係を大切にしながら、部活動の一層の活性化    
 を図る教員 （ソフトテニス部、柔道部、卓球部） 

 

  
 
 
 
 若干名 
 
 
 
 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

「田布施中学校で取り組みたいこと」を述べてください。 

■生徒数：４２１人         ■学級数：１６学級 

■電話番号：０８２０－５２－２１３８ 

■Web ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：http://www.town.tabuse.lg.jp/www/contents/1391474878778/ 



 

 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 平生町立平生中学校 山本 時弘 
熊毛郡平生町 
大字曽根１８４４ 

学校の特色 
 

 

 
 
 

 「『ひらお』を愛し心豊かに生き抜いていく生徒の育成」を学校教育目標に掲げ、地域

・保護者とともにある学校づくりを推進している。伝統的に地域の協力を得ながら、ふる

さと体験活動など、地域の方々とのふれあう体験的な学習活動に取り組んでいる。生徒会

を中心としたボランティア活動や部活動も活発である。 

また、幼保小中高の連携を推進する機運が高まる中、町内の平生小学校、佐賀小学校へ

の出前授業や部会研修を通して、小中９年間を見通した小中連携教育を実践している。 

 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

学校教育目標  「ひらお」を愛し心豊かに生き抜いていく生徒の育成 

努  力  点  生徒一人ひとりの意欲の引き出し・・・よさや持ち味の引き出し 

 ○「確かな学力」の保証      ○「豊かな心」の育成 

 ○「健やかな体」の育成      ○「やまぐち型地域連携教育」の推進 

 

学校が求める教職員 公募分野：小中連携・コミュニティ・スクール 公募人数等 

 小中連携教育、コミュニティ・スクールで、地域・保護者・学校が双方

向で情報共有し、知恵を出し合いながら、「ひらお」を愛し、心豊かに生

き抜いていく生徒の育成をめざす、チーム「平生中」の一員として力を発

揮してほしい。 

 ○ 確かな指導力のある教員 

 ○ 生徒の心に寄り添う教員 

 ○ 生徒の信頼に応えられる教員 

 

  
 
 

国語１名 
 
 
 
 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚） 

 

 
現任校での取組と、チーム「平生中」の一員として力を発揮できるこ

とを具体的に述べてください。 

 

■児童・生徒数：２９２人      ■学級数：１２学級 

■電話番号：０８２０－５６－２０５３ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.jhshirao.town.hirao.lg.jp 



校 種 学 校 名 校長名 所 在 地校 種 学 校 名 校長名 所 在 地校 種 学 校 名 校長名 所 在 地校 種 学 校 名 校長名 所 在 地

下松市美里町
中学校 下松市立末武中学校 鳥枝 浩二

１丁目８番１号

学校の特色学校の特色学校の特色学校の特色

本校区は、近年、商業開発や宅地開発が急速に進展し、急激な人口増加に伴って、生

徒数は増加の傾向にある。現在、生徒数は８７１人の大規模校であるが、今後もさらに

増加し、各学年９学級、生徒数９００人を越える見込みである。
学校の校訓である「自主勉励・正義友愛・創意生産」を踏まえ、教育目標として「自

ら学び、共に生きる生徒の育成」を掲げ、「きれいな学校（清掃が行き届いた学校）」「明

るい学校（元気なあいさつが響く学校）」「落ち着いた学校（学習に集中できる学校）」
をめざし、生徒と教職員が一体となって様々な活動に取り組んでいる。

学校の施設・設備などの環境も整備され、全体的に落ち着いている。また、生徒は素

直で明るく活動的であり、学習をはじめ、生徒会活動やボランティア活動、部活動等に

活発に取り組んでいる。
平成２８年度からコミュニティ・スクールの指定を受け、本格的な取組をはじめたと

ころであり、学校と家庭、地域が連携・協働しながら、生徒の育ちや学びを支え、地域

に開かれた信頼される学校づくりをめざしている。

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】

１ 課題を求め学習する生徒を育てる。

２ 思いやりをもち協力する生徒を育てる。
３ 勤労に励み奉仕する生徒を育てる。

学校が求める教職員 公募分野：学校が求める教職員 公募分野：学校が求める教職員 公募分野：学校が求める教職員 公募分野：学習指導、生徒指導、特別支援教育 公募人数等公募人数等公募人数等公募人数等
のいずれか

○ 学力向上の課題に意欲的に取り組み、授業改善に熱心な中堅教員 若干名
○ 生徒理解を基盤にして、積極的に生徒指導や部活動の指導に取り

組む中堅教員 数学、理科
〇 特別支援教育に関する専門性と経験を生かし、個に応じた教育支 保健体育

援に熱心に取り組む教員 特別支援教育

論作文題論作文題論作文題論作文題 これまでの教育実践を踏まえ、本校で取り組みたいことを、学習指
（Ａ４判１枚） 導、生徒指導、特別支援教育のいずれかの観点から具体的に述べてく

ださい。

■生徒数：８７１人 ■学級数：２９学級

■電話番号：０８３３－４４－８０２１

■Ｗｅｂページアドレス:http://suecyuu.server-shared.com/



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 光市立光井中学校 吉本 そのみ 
光市光井 
７丁目１８番１号 

学校の特色 
 

 

 

 

 

 本校は旧海軍工廠とともに栄えた光市の中心部にあり、現在では市役所・警察署・郵便

局等の公署とともに武田薬品工業光工場に代表される大企業を校区に持っている。本校の

生徒は、素直で、「伸びよう」の校是のもと、落ち着いた学校生活を送っており、学習や

特別活動、部活動に熱心に取り組んでいる。 

本校区の小学校は、道路を隔てて向かい側にある光井小学校の１校であり、小中教職員

が合同で、授業研究を行ったり、全国学力調査結果の分析やそこにみえる課題の解決に向

けての対策を考えたりするなど、小中連携に力を入れている。 

また、平成２５年度にコミュニティ・スクールが正式に設置されて以来、三つのプロジ

ェクト部会「学習支援部会」「地域連携部会」「広報部会を」を中心に様々な企画を推進

したり、光井小・中学校の学校運営協議委員、保護者、教職員が一同に会しての熟議を行

ったりして、地域ぐるみで子どもたちの育ちや学びを支援する体制づくりに力を入れてい

る。今年度から、これまでの小中合同の学校運営協議会に、オブザーバーとして、校区の

保育園・幼稚園、高等学校の園長・校長の参加を得ている。 

さらに、今年度から、保護者・地域の方の参加も得たユニット型授業研究会も開催し、

生徒指導の３機能を生かした授業づくりに努めている。合わせて、生徒会活動や学校行事、

地域の行事に積極的に参加することを通して、学力向上や生徒指導上の問題の未然防止・

早期解決ができる集団づくりをめざしている。 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

 ○ 思考力・判断力・表現力を育む授業の工夫・改善 

 ○ 一人ひとりの自己実現を支援する積極的な生徒指導の推進 

 ○ 小学校との連携を強化し、９年間を見通した教育の日常化 

 ○ コミュニティ・スクールとしての活動の深化・充実 

学校が求める教職員 
公募分野：学習指導・部活動、生徒指導・部活動 
     のいずれか 

公募人数等 

○ 生徒指導において、毅然とした姿勢を保ちながらも、生徒理解に努め、
保護者・生徒に温かい態度で接することができる教員 

○ バスケットボール部・バレーボール部（部活動）において、部活動を

通して社会性や規範意識、道徳心を高めようとする教員 
○ コミュニティ・スクール、小中連携の推進のために、意欲的かつ協調
性をもって取り組む教員 

２名程度 

教科指定なし 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

 授業改善、積極的な生徒指導、部活動指導を通して（上記の本校が求
める教員を踏まえて）、どのような生徒を育てたいか。そのために自分
はどのようなことに取り組みたいか。 
 今までの教育実践を踏まえて述べてください。 

■生徒数：２１２人      ■学級数：９学級 

■電話番号：０８３３－７２－０１６０ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://mitsui-j.hikari-net.ed.jp 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 光市立浅江中学校 伊藤 幸子 
光市花園２丁目 
１番地の１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 本校は、「感動と喜びが体感できる、活力あふれる学校」「共創と協働の教育を実践し、
地域から信頼される学校」「『美しい心』の実践を通して光輝く学校」をめざし、わかる
授業と体験活動・部活動の充実、コミュニティ・スクールの取組の活性化等を軸とした学
校経営を進めている。 

 コミュニティ・スクールについては、平成２１、２２年度の文部科学省指定の調査研究
期間を経て、平成２３年度から正式に光市教委から指定を受け、今年度末で６年が経過し
ようとしている。本校のコミュニティ・スクールは、三つの「プロジェクト部会」（心の
教育、学力向上、体力つくり）で企画された内容を「企画推進委員会」で協議し、それを
「学校運営協議会」で提案・審議するという「三層構造」の仕組みを一つの特徴としてい
る。一人ひとりの教職員がいずれかの「プロジェクト部会」に所属しているため、コミュ
ニティ・スクールの活動に全ての教職員が企画の段階から関わることになり、個人の発想
が取組の中で生かされ、様々な可能性にチャレンジできる体制にある。 
 また、部活動は、９種目の運動部（軟式野球、陸上競技、ソフトテニス、サッカー、剣
道、バレーボール、卓球、バスケットボール、バドミントン）と三つの文化部（情報デザ
イン、吹奏楽、総合文化）で運営している。活力あふれる学校づくりを推進するために、
部活動の領域からも指導の充実を図っているところである。 
 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 ○ 学校運営協議会の充実による家庭・地域・学校が一体となった取組の推進 
 ○ 個に応じた指導の充実と学力の向上 

 ○ 「美しい心」の実践化・態度化 
○ 関わり続ける生徒指導の実践 

 ○ 特別支援教育における体制強化と指導の充実 
 ○ 小学校との連携強化 
 

学校が求める教職員 
公募分野：コミュニティ・スクール、部活動のい

ずれか 
公募人数等 

  
○ 本校のコミュニティ・スクールの取組に対して、積極的に貢献したい
という意欲のある教員 

 
○ 部活動（ソフトテニス、剣道、陸上競技など）において、生徒との関
わりを大切にしながら、技能の向上とともに、人間形成を重視した指導
に情熱をもって取り組む教員 
 

  
 

若干名 

 
教科指定なし 
 
 

 
論作文題 

(Ａ４判１枚程度)      

 

  
「学校が求める教職員」を踏まえて、「本校で取り組んでみたいこと」
を具体的に記述してください。 

■生徒数：３９２人      ■学級数：１５学級 

■電話番号：０８３３－７２－００２７ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://asae-j@hikari-net.ed.jp 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 光市立島田中学校 佐伯 肇一郎 
光市中島田２丁目 
７番１号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
本校の保護者や地域の方々は、教育に対する関心が高く、学校への協力・支援も積極的

である。生徒も学校行事や部活動、ボランティア活動に意欲的に取り組んでいる。 
島田中学校区では、これまでも学校と公民館、自治会をはじめ各諸団体と連携を図りな

がら、生徒の健全育成や地域の行事、奉仕活動等にともに取り組んできた経緯がある。そ

のような中、コミュニティ・スクールの取組も５年目に入り、年々取組内容を充実させな
がら、地域に信頼される開かれた学校づくりを推進している。今後も学校運営協議会を核
として、地域の多様な教育資源を教育活動に積極的に取り入れ、地域の力を学校運営に生
かすとともに、学校が地域に対して貢献できる活動を推進していきたいと考えている。ま
た、このような活動を通して、学校と地域の双方向性を高めながら、学校と家庭、地域が
一体となって子どもを見守り育てていく体制づくりの強化を図っていきたい。 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 生徒の自主性・主体性の育成をめざした教育の推進 
２ 豊かな人間関係の構築と厳しくも温かさのある心に響く生徒指導の推進 
３ 生徒一人ひとりの確かな学力定着をめざした授業改善の推進 
４ 家庭・地域社会との連携を密にした開かれた学校づくりの推進 

 

学校が求める教職員 
公募分野：学習指導、生徒指導、部活動のいずれ

か 
公募人数等 

 

○ 学力向上の課題解決に向けて、積極的に指導方法の工夫・改善に取り

組むことのできる教員 

○ 教職員のコミュニケーションを大切にし、生徒一人ひとりの持ち味を

生かしながら、積極的な生徒指導を推進できる教員 

○ 部活動において、生徒を積極的にリードし、情熱をもって指導に臨む

ことができる教員 

○ 保護者や地域、関係機関と積極的にかかわりながら、つながりを大切

にすることのできる教員 

 

  
 
 

２名程度 
 
教科指定なし 
 
 
 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

これまでの教員生活の実践を踏まえて、本校でどのような取組をして

みたいと考えますか、次の①～④の項目の中から一項目を選び、具体的
に述べてください。 
① 学力の向上を図るための取組について 
② 開発的な生徒指導の推進について 
③ 部活動の活性化を図るための手立てについて 
④ 保護者や地域、関係機関との連携・強化の在り方について 

 

■生徒数：３９０人      ■学級数：１４学級 

■電話番号：０８３３－７７－０２５５ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://shimata-j.hikari-net.ed.jp/ 

 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 周南市立太華中学校 松田 和寛 
周南市 
久米４１１７－４ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 本校は、地域との連携のもと、体験活動の充実を柱としながら、より開発的な生徒指導
を全校体制で推進している。その結果、学校行事や部活動、ボランティア活動に意欲的に
取り組む生徒が増え、保護者や地域から厚い信頼が寄せられている。 
 学習指導では、生徒が意欲的に取り組む授業づくりや確かな学力の定着に向けた学習習

慣の確立に取り組んでいる。 
 また、地域コミュニティとの連携や小中連携による取組の強化を図りながら、コミュニ
ティ・スクールとしての取組を推進している。 
 今後もこれらの取組をさらに進めていきながら、学校教育目標である「自ら気づき、考
え、よりよく行動する生徒の育成」をめざし、全教職員一丸となって、地域とともに取り
組んでいきたい。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 確かな学力の育成を図る学習指導の充実 
 
２ 自己実現を図る生徒指導の推進 
 
３ 心を育てる教育活動の充実・発展 

 
４ 小中連携によるコミュニティ・スクールの推進 

学校が求める教職員 
公募分野：生徒指導、特別支援教育、その他（音

楽教育）のいずれか 
公募人数等 

  
○ 開発的な生徒指導や教育相談を積極的に推進することができる教員 
 
○ 特別支援教育を理解し、幅広い支援を積極的に推進できる教員 
 
○ 吹奏楽指導及び全校音楽指導に関心意欲をもっている音楽教員 
 

 
 

２名 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚） 

 

 

自分の強みを生かし、「本校で取り組みたいこと」を述べてください。 

■生徒数：３５１人      ■学級数：１６学級 

■電話番号：０８３４－２５－０２２８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.shunan.ed.jp/taikachu/ 



 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 周南市立住吉中学校 秋山 久夫 周南市住吉町１－８０ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 平成２８、２９年度、周南市の小中一貫教育の研究指定を受け、９年間で育てたい児童
生徒像を小学校と共有し、互いに授業参観、授業研究を行っている。今年度は特に道徳授
業のスタンダード化に力を入れている。 
 生徒は実直で快活、諸活動に積極的に取り組み、規範意識も高いため、学習や生活面に

おいても、すばらしい成果を上げている。 
 また、コミュニティ･スクールの研究に早くから取り組んでおり、様々な形で地域団体
からの支援を受けるとともに、地域団体も中学生ボランティアに期待している。 
 教職員のチームワーク力も高く、生徒に寄り添った生徒指導を実践しており、保護者と
ともに生徒を育てるという意識が高い。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
① 確かな学力の定着と向上～指導力向上、学び方、習慣づくり、小中連携 
 
② 豊かな心の育みと充実した学校生活の実現～学級、生徒会活動の充実、道徳教育 
 
③ 安心・安全な学校づくり～小中、家庭、地域連携 

 

学校が求める教職員 
公募分野：学習指導（道徳を含む）、生徒指導の

いずれか 
公募人数等 

 
○ コミュニティ･スクールの機能を活用し、生徒の確かな学力と豊かな
心を育む教育において、推進的役割が果たせる教員 

 
○ 生徒に寄り添った生徒指導に徹するとともに、部活動の指導にも意欲
的に取り組む教員 

 
○ ＩＣＴを取り入れた授業の工夫改善または道徳教育に取り組む教員 
 

 

 
 

２名 
 

数学１名 
英語１名 

 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

 

本校で実践していきたいことを、簡潔に述べてください。 
 

 

■生徒数：２０５人      ■学級数：９学級 

■電話番号：０８３４－２２－８８５０ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.shunan.ed.jp/sumiyoshichu/ 



 

 

 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校  周南市立桜田中学校   山本 孝志 周南市戸田２９６０ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
本校は、周南市の西端に位置し、市街地から離れたのどかな田園風景を残す湯野・戸田

・夜市の三地区から成っている。周南工業地帯に隣接し、近年そのベッドタウンとして新

しい住宅団地が増えてきている。保護者の教育に対する熱意は強く、学校行事・奉仕作業

などには数多くの参加があり、非常に好意的かつ協力的である。また、地域コミュニティ

ー活動も活発で、職業講話など学校教育に対して協力を惜しまない。現在、校区内の小学

校と連携し、コミュニティ・スクールの充実を図り、学校教育目標の達成に向けて取り組

んでいるところである。 

 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

○ 学校教育目標 「人間性豊かで確かな学力を身につけ心身ともにたくましい生徒の育 

成」 

 

○ 重点目標   (1) 生徒の主体性の育成 

(2) 基礎・基本の徹底と思考力の育成 

(3) コミュニティ・スクールの充実 

 

○ 校内研修テーマ「連携を基軸としたキャリア教育の推進」 

          ～確かな学力を育み、自己表現できる生徒の育成～ 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導、生徒指導、部活動のいずれか 公募人数等 

  
○ 本校のめざす学校教育目標の達成に向けて、専門性を発揮し、生徒と 
共に活躍できる教員 

 
若干名 

 

教科指定なし 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

  
 本校で実践してみたい教育活動について述べてください。 

 
 

■生徒数：１６２人      ■学級数：８学級 

■電話番号：０８３４－８３－２００７ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.shunan.ed.jp/sakuradachu/ 



 

 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 周南市立周陽中学校 大塚 ゆかり 周南市周陽３－３－１ 

学校の特色 

 

本校は、今年度創立４５周年を迎えた。校訓「自主 創造」、学校教育目標「心身とも
にたくましく 自ら学び 共によりよく生きようとする 生徒の育成」を掲げ、これから
の時代に求められる「自立と共生」精神を身につけた次代を担う生徒の育成をめざしてい
る。 

 そのため、教職員は何よりも『生徒を主体とする活動』の充実に情熱を注いでいる。授
業、生徒指導、生徒会活動、地域活動など、全てにおいて「チルドレン・ファースト」の
視点から、生徒・教職員・保護者・地域住民四者の対話協議を大切に、細かなＰＤＣＡサ
イクルを回し、改善に努めている。 
 
 主な実績として、ＰＴＡ文部科学大臣賞、ＰＴＡ広報誌日本教育新聞社長賞（全国３位） 
部活動の実績として、全国中学校サッカー大会３位、フェアプレイ賞受賞、文化活動では、
英語弁論、暗唱大会優勝（昨年度）、科学の甲子園ジュニア県２位（全国大会出場）など
がある。 
   
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 ４つのＣ 
 □ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ   （学校運営・学校支援・地域貢献・異校種連携） 

 □ Ｃｕｒｒｉｃｕｌｕｍ  （主体的な学び・カリキュラムマネジメント） 
 □ Ｃｏｎｎｅｃｔ     （すべての教育活動のつながりを意識した運営） 
 □ Ｃｒｅａｔｅ      （周陽中メソッドの創造・確立に向けて） 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

  

○ 「チーム周陽中」の一員として、教職員間のコミュニケーションを大 
切にし、協働して教育目標の実現に取り組む教員 
 

○ 生徒の人間的成長を図ることに熱意をもって取り組む教員 
 

 

２名 
技術・社会 
数学・理科 
英語    

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

  
「生徒を主体とする教育活動」について、あなたは本校でどのように

取り組むのか、これまでの実践、経験を踏まえて具体的に述べてくださ
い。 

■生徒数：４５０人      ■学級数：１６学級 

■電話番号：０８３４－２８－１３４８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.shunan.ed.jp/shuyochu/ 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 周南市立福川中学校 秋友 高弘 
周南市 
若山１－７－１ 

学校の特色  

 
 
 
本校校区には、県立南陽工業高等学校、周南市立福川小学校、周南市立福川南小学校が

あり、３校と異校種間の連携を図っている。 
福川は、参勤交代時の宿であった福川本陣跡もある歴史のある町で、地域の人々は福川

の地を愛し、多くの方が地域のために活動されている。数年前、地域の方が毎週月曜日に
来校され校内にたくさんの花を生けてくださる「一輪挿し運動」が始まり、現在もその活

動は続いている。 
 かつて福川は漁業が盛んな地域であったが、近年海を埋め立てた海岸沿いに建つ工場等
へ勤務する保護者が多くなっている。保護者はＰＴＡ活動に協力的で除草作業や体育祭・

文化祭への協力を惜しまない。その分、学校教育への期待も大きい。 
 生徒は活動的で人なつっこい面があり、学習面だけでなく部活面でも教員の熱意を敏感
に感じながら一生懸命に取り組む。また、多くの生徒が地域のボランティア活動に積極的
に参加する。将来は地元企業への就職を希望している者が多くいる。 
 今年度は、周南市からやまぐち型地域連携教育のモデル校区の指定を受けている。小・
中学校の全教職員が知・徳・体の３部会に分かれ部会ごとに協議を重ね実践することを通
して小中連携教育の推進を図っているところである。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 確かな学力の育成（授業改善の推進、ユニット型研修の実施） 

２ 豊かな心の育成（道徳教育の充実、生徒会活動の活性化、部活動の充実） 
３ やまぐち型地域連携教育の推進 
  （小中連携教育、小中合同学校運営協議会、福川地域協育ネットの３つを柱とした取 

組の推進。） 
 

学校が求める教職員 公募分野：学級経営・部活動  公募人数等 

 
○ 学級担任、部活動顧問として常に変化する生徒の現実と向き合いなが 
ら、チーム福川で教育活動を推進していく意欲のある教員 
 

○ 女子バレーボール部、女子ソフトテニス部、女子バスケットボール部

のいずれかの指導ができる教員 
 

 

 

理科１名 

英語１名 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 

  
 これまでの教育実践を基に、本校で取り組みたいことを具体的に述べ
てください。 
 

■生徒数：２５３人      ■学級数：１１学級 

■電話番号：０８３４－６２－２７０３ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.shunan.ed.jp/fukugawachu 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 周南市立熊毛中学校 中本 稔 
周南市安田 
１８２７－１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
○ 校区内の６小中学校が、「課題・情報共有」「共通実践」「なめらかな接続」「地域
連携」の四つを柱とした小中連携教育を推進し、管理職や各担当者会議を計画的に開催
しながら具体的な実践を進めている。 

○ 本校の学校運営協議会を核として、地域ぐるみで１５歳までの子どもたちの育ちや学

びを支援する体制作り（熊毛中学校区地域協育ネット）を進めている。 
○ ボランティア活動が盛んで、平均すると年間に一人約２.５回、地域のまつりや行事
へ参加している。企画段階から中学生が参画する行事もいくつかあり、中学生が地域行
事の一翼を担っているという意識が地域や家庭に定着している。 

○ 校内支援委員会の計画的な開催等、校内コーディネーターを中心にした校内支援体制
を構築している。 

○ 一斉指導や知識偏重の授業からの脱却を合言葉に、学び合い活動を取り入れた授業改
善を進めている。 

○ 集団作りの一環として全校合唱に取り組んでおり、生徒のリーダーを中心に練習に取
り組んでいる。文化祭と周南市中学校音楽祭で発表し、保護者や地域から高い評価を得
ている。 

 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

１ 学習指導の充実⇒すべての生徒の学びの保障 
２ 特別支援教育の充実⇒すべての生徒にとって居心地のよい学校・学年・学級づくり 
３ コミュニティ・スクールの推進⇒地域とともにある学校づくり 

《キャッチフレーズ》 日本一のいい学校 
《チャレンジ目標》  時を守る 場を清める 礼を正す 
 

学校が求める教職員 公募分野：生徒指導 公募人数等 

 生徒一人ひとりが自己有用感や自己存在感を高めることのできる集団
作りに向けた開発的予防的生徒指導に力を発揮できる教員 

 
 

技術  １名 
教科指定なし

１名 
 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度） 

 

  
これまでの経験を生かして、本校で実践したいことを具体的に記述し

てください。 
 

■生徒数：４０３人      ■学級数：１４学級 

■電話番号：０８３３－９１－０６５１ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.shunan.ed.jp/kumagechu/ 



 

 

校校校校    種種種種 学学学学    校校校校    名名名名 校長名校長名校長名校長名 所所所所    在在在在    地地地地 

中学校 山口市立宮野中学校 吉冨 肇 山口市桜畠４-９-１ 

学校の特色学校の特色学校の特色学校の特色 
 

 

 

 

 

 本校のある宮野地区は、山口盆地の北部に位置し、東西約５km、南北８km に広がり、世

帯数は約６，５００世帯、人口は約１，５０００人を抱える。旧宮野村が昭和１６年に合

併し山口市の一部となった。近年、都市近郊地域としての宅地は増加する傾向にあるが、

高齢化の波も押し寄せている。 

 地域は、まとまりがよく、小中学校や県立大の諸活動に対して協力的であり、地域で子

どもを見守り育てようという風土がある。 

 生徒は概して素直であり、落ち着いた学校生活を送っている。部活動にも意欲的に取り

組み、地域行事や地域ボランティア活動にも積極的に参加しようとする生徒が多く見られ

る。 

 本校では、生徒、教職員、保護者のそれぞれが、当たり前のことを当たり前にやり続け

る「凡事徹底」を目標に掲げ実行することにより、「Ｔｈｉｓ ｉｓ Ｍｉｙａｎｏ！」

と、真に誇れる学校の創造をめざしている。そして、学校をあげて豊かな人間関係を構築

する力を育むことに取り組んでいるところである。 

 

【【【【本年度本校で重点をお本年度本校で重点をお本年度本校で重点をお本年度本校で重点をおいて取り組いて取り組いて取り組いて取り組んでいるんでいるんでいるんでいる目標目標目標目標】】】】    

 ○学校教育目標「自己の目標を高く持ち、感動を体感できる生徒の育成」 

  １ 心の教育の推進 ２ 確かな学力の育成 ３ コミュニティ・スクールの推進 

 

 ○経営方針 ～凡事徹底～ 

  「志あれば道は拓ける」    目標をもつ！こうなりたい！ 

   →「凡 事 徹 底」      当たり前のことを徹底してやり続ける。 

   →「Ｔｈｉｓ ｉｓ Ｍｉｙａｎｏ！」   自信と誇りと母校愛。 

  ○チャレンジ目標 

あ（挨拶：さわやか挨拶、はっきり返事） 

そ（掃除：黙働、サイレント清掃） 

べ（勉強：３つの構えの徹底 物構え・身構え・心構え） 

学校が求める学校が求める学校が求める学校が求める教職員教職員教職員教職員 公募分野：公募分野：公募分野：公募分野：    生徒指導・部活動 公募人数等公募人数等公募人数等公募人数等 

  

○ 鋭い人権感覚をもち、生徒の健やかな成長のために使命感と情熱を 

もって、教育にあたることができる教員。 

 

○ 部活動（野球・吹奏楽）指導を通して、心身ともに健全で意欲的な 

生徒の育成に取り組む教員。 

  

２名 

 

教科指定なし 

 

論作文題論作文題論作文題論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

本校で取り組みたいことを、これまでの実践を踏まえて述べてくださ

い。 

■生徒数：３４７人      ■学級数：１３学級 

■電話番号：０８３－９２８－０１４４ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/miyano-j/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山口市立大殿中学校 原田 隆 
山口市古熊１丁目 
４番１号 

学校の特色 
 

 
 
 
 大殿地域は、歴史的には大内氏が活躍した時代の拠点であり、「西の都」といわれてい
た。また、幕末維新の史跡、近代建築など、山口の歴史文化を物語る数多くの遺産が保存
・保護されている。 
 校区内には県庁を中心として官公庁が多く、また、風光明媚な一の坂川が流れているな
ど、静かで美しい環境に恵まれている。保護者は教育に対して関心が高く、学校教育活動

にも協力的である。地域も協力的であり、学校に対する期待が大きい。生徒は、全体的に
落ち着いているが。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 ○校訓 独往自立 
○学校教育目標  未来を主体的に生き抜く人間の育成 

 ○チャレンジ目標 利他主義を実践する 
 ○重点取組事項 
  (1) チャレンジ目標を生かした温かい学級・学校づくり 
  (2) 生徒の主体性や自尊感情を高める指導の工夫 
  (3) 地域及び小学校との連携強化 
  (4) 生徒・保護者・地域との信頼関係の構築 

 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導、部活動のいずれか 公募人数等 

本校では、授業・生徒会活動・部活動・地域連携活動等をとおして、生
徒の主体性を伸ばし自尊感情を高めることに力を入れている。  
 生徒の主体性を伸ばし、学校の活性化をめざす上で、特に次のことに積
極的・意欲的に取り組もうとする教員を求めている。 
   
・ 授業改善 
 
・ 生徒に寄り添う生徒指導 
 
・ 地域連携活動 

 
・ 部活動指導（指導未経験の部であっても可） 
 

 
 
 
 

１名程度 
  

国語 
 
 

 

論作文題 
(Ａ4判１枚程度) 
 

 
これまでの教職経験を生かして大殿中学校で取り組みたいこと。 
 

■生徒数：２７０人      ■学級数：１２学級 

■電話番号：０８３－９２２－０６８８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http:// www.yamaguchi-ygc.ed.jp/ohdono-j/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山口市立白石中学校 月成 庄造 
山口市白石 
２－７－１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
 校区は、山口盆地のほぼ中央にあり、鴻之峰麓から山口駅にいたるパークロードから湯
田温泉に向かう南側の地域に広がっている。校区内には中市から道場門前にいたる繁華街
があり、市の商業の中心となっている。校区はほとんどが市街地である。 

 本校は、亀山から南につらなるスクールゾーンの中心にあり、自然・史蹟・文化施設に
恵まれた文教地区で、静かな落ち着いた環境にある。 

生徒は、素直で、学習、部活動等にも熱心に取り組み、落ち着いた学校生活を送ってい
る。また、ボランティア活動や地域行事にも積極的に参加している。 

 保護者や校区住民の教育に対する関心は高く、学校教育に対して協力的であり、ＰＴＡ
活動も活発である。 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 ○ 学校教育目標「未来社会をたくましく生き抜く力を身に付けた生徒の育成」 
 ○ めざす学校像「誇り」生徒・教師一人ひとりが輝き、白石中の一員であることに誇

りがもてる学校 
         「挑戦」よき伝統を継承するとともに、新たなことに果敢に挑戦する

学校 
         「信頼」保護者や地域に信頼され、明るく開かれた学校 

 ○ 重点取組事項 (1)地域と連携した学校運営 
          (2)生徒会と連携した生徒指導（知・徳・体） 
          (3)小中連携による９年間連続した学校教育 

          (4)特色ある学校教育（個に応じた教育 特別支援・分教室） 

学校が求める教職員 
公募分野：学習指導、生徒指導、部活動のいずれ
か 

公募人数等 

  
「めざす学校像」の実現のために、他の教職員、保護者、地域住民と協

力して、本校生徒の学校教育全般にあたる「信念」、「意欲」、「実践力」
をもち、常に生徒とともに学び続ける教員。 
 何より情熱をもって教育にあたり、本校生徒に活力を与えることのでき
る教員を望む。 

  
 

 
若干名 
教科指定なし 
 
 
 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚） 

 
 「めざす学校像」の実現に向けて、あなたが白石中学校の一員として
力を発揮できることを具体的に記述してください。 
 

■生徒数：３３０人      ■学級数：１５学級(分教室を含む) 

■電話番号：（０８３）９２２―０３８７ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/shira-j/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 
中学校 
 

山口市立湯田中学校 藤本 孝治 
山口市楠木町 
７番１号 

学校の特色 
 
 

 
 
 
 
 本地域は、西の京とうたわれ維新策源の地となった県都山口市の中心街の西部、湯田温
泉を中央部にもつ観光地である。 
生徒は全体的に明るく、素直で一生懸命に取り組み、落ち着いた学校生活を送っている。

ボランティア活動や地域行事にも積極的に取り組んでいる。特に、本年度は運動面、文化
面での活躍がめざましかった。地域の教育に対する関心は高く、学校への支援を惜しまな
い。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 教育目標 
   「ふるさとを愛し、自信をもって活躍できる生徒の育成」 
２ 重点目標 
（１）学力の向上 
  ・ 授業公開、授業評価等を導入して、授業改善に努める。 
  ・ 生徒の学習意欲を喚起するための授業展開や教材教具の工夫を行う。 
（２）豊かな心の醸成 

  ・ 全教職員が道徳の授業にかかわり、授業方法の工夫に努める。 
  ・ 道徳の時間を核として、全教育活動を通じて心の教育を推進する。  
（３）積極的な生徒指導の推進 
  ・ 生徒指導の合言葉「み(身だしなみ)・そ(掃除)・あ(挨拶)・じ(時間・人権) 
   を徹底する。 
  ・ 生徒の自己肯定感が高まるように、励まし、支えていく。 
（４）家庭・地域の連携・協働 
  ・ 家庭や地域への積極的な情報発信および情報収集に努める。 
  ・ 「地域とともにある学校」（コミュニティ・スクール）として、「学校運営」「地 

域貢献」「学校支援」に積極的に努める。 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導、生徒指導、部活動のいずれか 公募人数等 

  
１ 生徒のよさを引き出し、伸ばすことができる教員 

（学習指導、生徒指導、部活動指導（主にソフトテニス部・サッカー
部の指導） 

２ 生徒や地域・保護者との信頼関係が構築できる教員  
３ 自ら学び続ける教員 

  
国語 

  理科 
保健体育 
英語 

  
以上の中から
２名程度 

論作文題 
（Ａ４判１枚程度） 

  
 学校教育目標の具現化に向けて、実践したいこと。 
 

■生徒数：３２０人           ■学級数：１３学級 

■電話番号：０８３－９２２－１１８９ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/yuda-j/  
 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山口市立鴻南中学校   山崎 伸介 
山口市維新公園 
４丁目７－１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 県下では最大規模の学校の一つである。全校をあげて生徒の思いやりの心、規範意識を
育むことに力を入れ、近年は落ち着いている。生徒はよくあいさつをし、部活動やボラン
ティア活動にも意欲的に取り組み成果を挙げている。 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

１ 学校教育目標「学び合い 高め合う生徒を育む鴻南中学校」 
２ 校訓「自立 協力 奉仕」 

 ３ 基本理念「学力向上 人材育成 地域連携」 
 ４ 重点目標 ・ わかる授業の推進 
        ・ 積極的な生徒指導の充実 
        ・ 生き方を考えるキャリア教育の推進・充実 
 ５ 経営方針 
   ・ コミュニティ・スクールと小中連携の推進 
   ・ 鴻南中学校区地域協育ネットの推進 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導 公募人数等 

  

 ○ 基礎的基本的な学習内容の定着と生徒の主体性を伸ばす学習指導
が展開できる教員 

 
 ○ 特別支援教育の経験があり、生徒一人ひとりのニーズに応じたきめ   
  細やかな配慮や対応ができる教員 
 
 
 
 
 

  

国語、数学、 
社会、 
保健体育 
 
特別支援学級 
担任    
 
以上の中から 
 
２名程度 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

  
鴻南中学校で取り組みたい教育活動について 
 

■生徒数：７９１人      ■学級数：２９学級 

■電話番号：０８３－９２２－２４７５ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/konan-j/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

山口市立二島中学校 
 

 

古田 茂樹 
 

山口市秋穂二島 
５６１ 

学校の特色 
 

 

 

 

 

本校は、山口市南部の田園地帯に位置し、学級数４（通常学級３＋特別支援学級１）の

小規模校である。生徒は、全体としては素直で純朴であり、穏やかな性格の者が多い。 

地域・保護者は、非常に学校に協力的であり、学校行事などで地域住民とかかわる機会

も多い。学校運営協議会は、地域の幼稚園、小学校と合同で、地域協育ネットと一体とな

っている。学校は地域の協力なくしては成り立たず、地域も中学生の協力がないと成り立

たないという相互補完的な関係が成立している。 

本校がめざす方向は「地域とともにある学校」であり、学校の教育活動を通じて、生徒、

保護者、教職員も、そして地域住民までもが笑顔になり、地域活性化にも貢献できるよう

な学校をめざしている。 

平成２６年度、市の「タブレット導入実証実験事業」の実験校として４０台のタブレッ

ト端末（ｉＰａｄ）が導入されたのに加え、平成２８年度夏にはさらに９台のタブレット

端末（Ｗｉｎｄｏｗｓ）が導入された。また、ほとんどの教室に大型液晶テレビ又は液晶

プロジェクター、電子黒板を備えているなど、ＩＣＴ機器は充実している。 

【学校教育目標】 心のふれあいを教育の基調とし、心身ともに健康で、 

たくましい実践力のある生徒の育成 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

 「学びの自立」 

 「心の自立」「生活の自立」 

 「地域とともにある学校」の創造 

学校が求める教員 公募分野：学習指導（特別支援学級の指導を含む） 公募人数等 

次のいずれかに該当する者 
○ ＩＣＴ機器を積極的に活用するなど、通常学級の学習指導に意 
欲的に取り組むことができる教員 

○ 特別支援学級の担当として学習指導等に意欲的に取り組むこと
ができる教員 

○ 校内の学習指導・研修体制をリードすることができる教員 

２名 
（複数教科の免許
状を有することが
望ましい。） 

論作文題 

(Ａ４判１枚) 

学習指導で、重点的に取り組んできたこと及びその成果や課題 

（重点的に取り組んだ内容がわかる具体的な事例を１～２取り上げて記述すること。

通常学級、特別支援学級いずれの取組でもよい。） 

■生徒数：４６人        ■学級数：４学級 

■電話番号：０８３－９８７－２００７ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http:// www.yamaguchi-ygc.ed.jp/futajima-j/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山口市立川西中学校 久保田 裕三 
山口市嘉川 
４３５２―２ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
 本校は、山口市南西部に位置し、嘉川・興進・佐山の三つの小学校区からなっている。
校区の中をＪＲ山陽本線・宇部線、国道２号線・山口宇部道路などが通っており、山口・
防府・宇部各方面への通勤・通学も便利な地域である。 

 「かしこさ・あたたかさ・たくましさ」をキーワードに、教職員一丸となり、学ぶ楽し
さを実感できる規律と活力がある学校、地域とともにある学校をめざしている。生徒会活
動や部活動も盛んで、毎日元気に活動している。特に、有志で結成している合唱団は、県
内屈指の実力で、１２年連続中国大会に出場しており、地域の誇りとなっている。団員は
校内合唱コンクールのリーダー的役割を果たし、学級の活動においても重要な役割を担う
存在となっている。昼休みには音楽室からの歌声が校舎にこだましている。 
 地域の人々や保護者の学校に対する期待は大きく、地域の学校として見守られ支えられ
ている。地域の願いから中高生対象のボランティアサークル「きずな」が結成され、地域
行事や奉仕活動を盛んに行っている。子育て支援組織を中心にした地域の皆様のおかげで
実現した「赤ちゃんふれあい体験」も１４年目を迎えた。保護者・地域にしっかりと支え
られ、生徒たちは、様々な体験をしながら日々成長している。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

『自己の在り方 生き方を追求する生徒の育成』 
 １ かしこさ  －意欲を引き出す授業、学び合いのある授業をつくる。 
 ２ あたたかさ －思考することを大切にし、他者意識・規範意識を高める。 

 ３ たくましさ －誰かの役に立つ体験で自己有用感を育む。 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・生徒指導・部活動 公募人数等 

 
○ 学ぶ楽しさを感じられるような学習指導、生徒に寄り添う生徒指導を
展開しようとする教員 

 
○ 小中連携や地域連携を大切にし、推進しようとする教員 
 

○ 部活動（サッカー・卓球・バレーボール）の指導に意欲的に取り組む
教員 

 
若干名 

 
国語 
社会 
理科 

特別支援 
教育 
   他 

 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚） 

 

 
自分のよさを生かして川西中で取り組んでみたいこと（夢）を具体的

に述べてください。 
 

■生徒数：２６０人      ■学級数：１０学級 

■電話番号：０８３－９８９－２２０９ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/kawanishi-j/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山口市立潟上中学校 林 秀樹 山口市陶１９１２ 

学校の特色 
 

 

 
 
 

本校区は、山口市の南東部に位置し、鋳銭司・陶・名田島の３地区で成り立って 

いる。国道２号線とともに山陽本線と山陽新幹線が通っている。また、山陽自動

車道山口南インターチェンジがあり交通の利便性も高い。椹野川の東側にあり「川

東地区」と呼ばれ、名田島地区を中心に農業が盛んに行われている。 

地域の人々や保護者は、教育への関心が高く、学校に対しても協力的である。３ 

地域が協力して、地域活動やＰＴＡ活動の運営、コミュニティ・スクール活動に

取り組むなど、積極的な取組がみられる。 

生徒は、純朴で温厚な一面をもっている。学年の枠を超えた集団が協力し、体育

祭や文化祭などの学校行事を充実させている。地域行事へのボランティア活動にも

積極的に参加する生徒も多い。地域貢献活動を通して自己肯定感を高め、コミュニ

ケーション能力や対話力をよりいっそう高め、活力ある学校づくりを推進したい。 

 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 ○ 自ら生きる力の育成（知・徳・体） 

   生徒の自己実現をめざした人間形成を図る教育の推進を図る。 

 ○ 共に生きる力の育成（時・場・礼） 

   社会人としての自立に求められる資質・能力を育む。 
 ○ 地域協育ネットの充実を図った小中連携・地域連携教育の充実 

   ３地域一体となったコミュニティ・スクール活動を推進する。 
 

学校が求める教職員 公募分野：特別支援教育・部活動 公募人数等 

  
○ 特別支援教育の充実を図る教員 
 ・ 自閉症・情緒学級の適正な進路指導及び支援 
  
 
○ 部活動（バレーボール女子・ソフトテニス男子）指導を通して、人間 
形成を図る教員 

 
 

  
１名 

教科指定なし 
 
  

１名 
社会又は、 

理科 
 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

  
本校で取り組んでみたいことを具体的に述べてください。 

■生徒数：１３６人      ■学級数：７学級 

■電話番号：０８３－９８６－２０１１ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山口市立仁保中学校 尾羽根 公介 山口市仁保中郷８４ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
仁保の地はほとんど山林であり、中央を南流する仁保川流域は平地で土地も肥沃なた

め、農業が盛んである。気候は概して温和であるが、通学区域の半分の地域は寒冷地に属
している。 
本校は各学年１学級の小規模校であり、特別支援学級を２学級有している。温厚で素直

な生徒が多い。 

地域・保護者は学校に協力的であり、学校行事などで地域住民とかかわる機会も多い。 
学校は地域の協力なくしては成り立たず、地域も中学生の協力がないと成り立たないとい
う相互補完的な関係にある。また、地域、幼稚園・保育園、小学校と合同で行事をするこ
ともあり、１５年間の健全育成に取り組んでいる。 
本校は「地域とともにある学校」であり、学校の教育活動を通じて、地域活性化にも貢

献できるような学校経営をめざしている。 
【学校教育目標】 
人権尊重の精神を基盤として、知・徳・体の調和を図りながら、国際的視野に立った自主
的・創造的で人間性豊かな心身ともにたくましい生徒の育成 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

● 自ら学ぶ生徒の育成 
● 生徒たちの「生きる力」の育成 

● 保護者・地域・幼保小との連携 
【チャレンジ目標】 

● 心のこもったあいさつ 
● 時間厳守を徹底する 

学校が求める教職員 公募分野：特別支援教育 公募人数等 

  
○ 特別支援教育の充実に向け研修等に意欲的に取り組むとともに、校内
体制構築に向け、力を発揮できる教員 

 
 
 

  １名 
音楽、美術、
保健体育、 
技術のいずれ
かの教科 
（複数教科あ
るいは特別支

援学校教諭免
許状を併せて
有することが
望ましい。） 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

現任校で力を入れて取り組んだこと及びその成果と課題 
（できるだけ具体的な取組を記述してください。） 

■生徒数：５９人      ■学級数：５学級（内特別支援学級２） 

■電話番号：０８３－９２９－００２８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/niho-j/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

山口市立大内中学校 
 

 

原田 孝浩 
 

山口市 
大内長野５５５ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
本校は、山口市郊外に広がる新興住宅地に立地し、生徒は大内小学校、大内南小学校、

小鯖小学校の３小学校から入学してくる大規模校である。 
７００人を超す生徒が在籍しており、ほとんどの生徒は、明るく元気に学校生活を過ご

している。 

組織的な生徒指導体制の構築や、ＰＴＡやコミュニティ・スクール、地域協育ネットの
支援により、ここ数年で徐々に学校は落ち着き、部活動、ボランティア活動等様々な場面
で多くの生徒が活躍し始めている。 
 今後は、この取組を一層強化し、信頼される学校、生徒一人ひとりが、満足感と達成感
を味わい、落ち着いた学校がもたらす笑顔を大切に「教員と生徒が夢を語り合える学校」
をめざし、教職員一丸となって取り組んでいきたい。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
《学校教育目標》 
「夢あふれ 社会の変化に対応できる生徒の育成」 
《経営方針》 
・確かな学力の育成 

・心を耕す教育の充実 
・基本的生活習慣の育成 
《チャレンジ目標》 
「大内中 美・礼・時」～時を守り 場を清め 礼を尽くす～ 

学校が求める教員 
公募分野：学習指導、道徳教育、特別支援教育、 

部活動指導のいずれか  
公募人数等 

 
・ 生徒の学力向上に向け、自らの実践を常に振り返りながら意欲的に授

業改善に臨む教員。 
・ 道徳の授業を中心に本校が力を入れている規範意識の醸成、自己有用

感の確立など心を耕す教育を推進できる教員。 
・ 特別支援教育を積極的に推進できる教員 
・ 部活動において、部員とともに勝利をめざしながらも、勝利至上主義

とならず、生徒に部活動を通して社会性や規範意識、感謝する心を育て
ようとする教員。 

 上記の中で一つ以上該当する教員。 

若干名 
 

教科指定なし 

論作文題 

（Ａ４判1枚程度） 

本校で実践していきたいことを、学習指導、道徳教育、特別支援教育、
部活動指導の中から二つ取り上げて簡潔に記述してください。 

■生徒数：７９３人        ■学級数：２６学級 

■電話番号：０８３－９２７－００２４ 

■Ｗｅｂページアドレス：http:// www.yamaguchi-ygc.ed.jp/ouchi-j/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山口市立平川中学校 石丸 義臣 
山口市黒川 
１２３１―１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
本校は、幼稚園・小学校に隣接し、校区内に山口大学、西京高校があり異校種間の連携

による教育推進の条件が整っている。また、平川コミュニティ推進協議会を中心として、
様々な地域の組織が連携する体制が整っており、コミュニティ・スクール推進のための豊

かな土壌を持っている。保護者、地域の学校に寄せる期待も高く、学力はもとより、部活
動、地域貢献活動の充実が強く求められている。 
このようなニーズに応え、地域連携、異校種間連携を進めるためには、教職員に、柔軟

な発想力、学校・保護者・地域をつなぐコーディネート能力、諸活動の継続や広がりをマ
ネジメントする能力が求められてくる。本制度を活用して、平川地域の教育資源を積極的
に有効活用できる教職員体制を整えたいと考えている。 
特に、小・中連携については、１小１中の校区で学校が向かい合って立地するという利

便性を生かし、２８年度から小中教職員の研修の充実、１１部会による具体的な連携の取
組の推進など、９年間を見通した教育体制の構築に向けて大きく踏み出したところであ
る。 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
  ・確かな学力・体力の向上 

 ・積極的な生徒指導の推進 

  ・保護者や地域に向けての積極的な情報発信と地域交流の推進 
 学力向上に向けては、アクティブ・ラーニング、タブレット端末導入を視野に入れて、
ホワイトボードを活用したグループによる課題解決型の学習を柱にした研修を進めてい

る。 
 積極的な生徒指導の推進については、生徒会活動を柱に、「平中生徒総活躍」のスロー
ガンを実現すべく、生徒主体の体育祭、文化祭等に積極的に取り組んでいる。 
 情報発信については、学年便り、学級便りの発信、ＨＰの更新の頻度を高めている。 

学校が求める教職員 公募分野：学校運営・部活動 公募人数等 

○ 小中連携教育に柔軟に対応するとともに、コミュニティ・スクールの
機能を生かした地域とともにある学校づくりに積極的に取り組むとと
もに、部活動単位での地域貢献など多様な活動を企画することができる
教員。 

○ 生徒の主体性を生かした部活動運営の指導ができる教員。特に、バド
ミントン、サッカーの専門性が高く指導経験のある教員。 

 
 
社会１名 
数学１名 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

「地域とともにある学校づくりに向けた私の視点」というテーマで、自

分自身のアイデアや取り組んでみたいことなどを述べてください。 

■生徒数：４７４人      ■学級数：１６学級 

■電話番号：０８３－９２４－７７００ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/hira-j/  



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

  中学校    山口市立小郡中学校 田中 勇 
山口市小郡下郷 
８７９番地１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 山口市南部に位置する小郡地域は、新山口駅等を擁する山口県の玄関口・交通の要所で
ある。人口は約２万５千人で本市最大のマンモス地域であり、今後も更なる人口増加が見
込まれ、発展が大きく期待されている活力ある地域である。「交通の利便性を生かし、山
口市南部の核となるまち」を将来像として描き、スケールの大きな地域活動が活発に展開

されてきている。地域には３小学校・１中学校（本校）があり、小学校卒業生のほとんど
が本校に入学してくる。教育に造詣の深い人材も多く、豊富なマンパワーに支えられ、地
域が持つ教育力は極めて高く、コミュニティ・スクール、地域協育ネットにおいても規模
の大掛かりな取組が実践されていることが特色である。 
 本校は市街地にあるにもかかわらず広い敷地を有し、平成１８年度完成の新校舎、平成
２５年度完成の武道場をはじめ、ほぼ常時使える二つの体育館（１つは市体育館）、９０
名が一度に宿泊できる施設（洗心館）、地域住民への開放も想定した充実した学校図書館
を備えるなど、施設・設備面において並外れた教育資源を有していることが大きな特色で
ある。 
 従来より、地域にある小中学校間での連携が強い。また、三つの小学校から入学してく
る子どもたちのもつポテンシャルが高く、本年度、部活動では五つの部が中国大会へ出場
し、うち一つの部が全国大会出場を果たしている。生徒は本校の伝統に誇りを持ちながら
進取の気風に富み、生徒会を中心にまとまりのある落ち着いた学校生活を送ることができ

ている。生徒の学校生活満足度は、【 Ｆｉｔ・総合適応感】で９５．３％（県基準値は
８９．９％）の学校である。 
 このように、地域に大切に育まれてきた本校のめざす学校像は、これまで以上に「地域

から愛され、地域に貢献する学校」である。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 ○ 「学び」の喜びを感じ、主体的に学ぶ生徒の育成 ～学力向上プラン～ 
 ○ 生徒一人ひとりが、達成感のもてる授業の創造 ～授業改善プラン～ 
 ○ 安心・安全な居場所づくりに向けた指導・支援の充実 ～居場所づくりプラン～ 
 ○ 将来と今をつなぐキャリア教育の推進 ～社会とのつながりづくりプラン～ 
 ○ 生きる力の源となるたくましい体づくりをめざして ～体づくりプラン～ 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・生徒指導・部活動 公募人数等 

 小郡地域に関心や愛着を持ち、恵まれた教育環境や並外れた教育資源を
活用して、積極的に新たな試みにチャレンジしようとする意欲に溢れた教
員。部活動では特にサッカー部、バスケットボール部指導者を求める。 

  
２名 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 現任校で特に力を入れて取り組み成果を上げた事及び自身の教員と
しての今後の課題。 
（できるだけ具体的に記述してください。） 

■生徒数：６６７人      ■学級数：２３学級 

■電話番号：０８３－９７３－０５０８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/ogori-j/ 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山口市立秋穂中学校 嶋岡 博昭 
山口市秋穂東 
６１５―1 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  
山口市の南部に位置し、東は大海湾を隔てて防府市西浦と相対し、南は周防灘、西は山

口市秋穂二島、北は山口市鋳銭司および防府市大道に隣接している。校区内には、秋穂霊
場八十八ヶ所をはじめ、国指定重要文化財の正八幡宮など史跡や文化財が数多く存在し、

田園地帯が大半を占めているが、海沿いでは車海老の養殖も盛んである。 
各学年２クラス、特別支援学級２クラスの中規模校で、生徒は秋穂小学校・大海小学校

から入学し、純朴で素直な生徒が多い。保護者は行事への参加など学校への関心が高く協
力的である。また、秋穂中学校区で構築している地域協育ネットが効果的に機能しており、
地域とのつながりも活発である。本年度から校舎内にコミュニティールームを設置し、地
域とともにある学校をめざし、「やまぐち型地域連携教育」を積極的に推進している。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

【学校教育目標】 『素直な心をもち、確かな学力、たくましい実践力のある生徒の育成』 

【 校  訓 】 ○ 至誠・・・素直で明るく、純真さを求める生徒 
         ○ 克己・・・最後まで粘り強くやり抜こうとする生徒 
         ○ 奉仕・・・他人のために為すことに喜びを感じる生徒 
【 重点目標 】 ○ 「自己表現力」を高める授業づくり 

         ○ 「自己肯定感」を高める豊かな心と夢を育む学校づくり 
         〇 「やまぐち型地域連携教育」を推進し、開かれた学校づくり 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・生徒指導・地域連携 公募人数等 

  
○ 確かな学力の定着をめざし、常に授業改善に意欲的に取り組む教員 
 
○ 生徒一人ひとりの自己肯定感を高めることのできる、開発的な生徒指
導に力を発揮できる教員 

 
〇 「やまぐち型地域連携教育」を推進し、特色ある学校づくりに意欲の

ある教員 
 

２名 
国語、社会、
数学、理科の
いずれか 
 (複数教科の
免許状を有す
ることが望ま

しい。) 
 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

  
これまでの教育実践や「学校が求める教職員」を踏まえ、「本校で取

り組みたいこと」を具体的に記述してください。 

■生徒数：１７１人      ■学級数：８学級 

■電話番号：（０８３）９８４－２１１４ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.yamaguchi-ygc.ed.jp/aio-j/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 防府市立国府中学校 津守 一郎 
防府市国衙五丁目 
１１番１９号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  
 本校は、周防の国衙、すなわち「国府」の地に開校して以来、「誠実・敬愛･勤勉」を
校訓に、智･徳･体の調和のとれた人間形成をめざすことを不易の教育理念としてきた。
悠久なる伝統が育まれた風土と闊達でありながら堅実な気風をもち、数々の有為な人財

を輩出してきた学校である。 
 「共に生きる」「一歩、前へ」「人としての根幹を磨く」を教育の基本方針とし、「夢
・感動・信頼」を大切なキーワードに掲げて実践を積み重ねている。教職員の協働性や
意識は高く、チーム国府として地域や保護者とともにある、いきいきと協働する学校づ
くりを進めている。 
 生徒の地域行事への参加・参画状況（地域貢献）はすばらしく、本年度も１０月末現
在でのべ６００人が、地域の祭りや行事での運営スタッフや出演、地域清掃等でのボラ
ンティア活動に従事しており、少しずつ地域人材としての自覚を深め、役割と責任を果
たしつつある。 
 土曜授業等で授業や教育活動を積極的に公開し、保護者･地域の来校数も多く、共に手
を取り合って子どもたちの豊かな成長を促し、支えるコミュニティ･スクールや「国府ふ
るさとネット」（地域協育ネット）を推進している。 

 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
  
 【学校教育目標】 ２１世紀を生きる人間力の育成～共に生きる力と自立心の育成～ 

 ○ 学習指導の充実と自己学習力の育成 
 ○ 豊かな心の育成 
 ○ コミュニティ･スクールや地域協育ネットを基盤とした学校づくりの推進 
 ○ 夢や目標、人間力を育むキャリア教育の推進 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・生徒指導・部活動 公募人数等 

  
○ 新たなことに果敢にチャレンジすることを厭わず、教育への夢と情熱
を有する教員 

 

○ 支え合う協働性を大切にし、探求心や学び続ける意識、さらには自ら
を高めていこうとする力を磨き、学校（授業）改革を推進したい教員 

  
若干名 

例えば、 
保健体育 

家庭 等 
 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 

  
 これまでの経験や自らの良さや強み、上記の「学校が求める教職員」
の観点を踏まえ、「本校で何をしたいのか、どんなことを実現したいの
か」について述べてください。 
 

■生徒数：５１５人      ■学級数：１８学級 

■電話番号：０８３５－２２－１３６９ 

■Ｗｅｂページアドレス：www.c-able.ne.jp/~hofukoku/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 防府市立桑山中学校 野村 浩之 
防府市桑山二丁目 
７− ２６ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
○ 学校教育目標 「志をもち、心豊かでたくましい生徒の育成」 
○ 学校の概要 
  華浦地区全域、華城地区の過半、新田、佐波の一部を校区としている。地域は、伝統
を重んじ、郷土を大事にする気風にあふれ、親切で人情豊かである。地域コミュニティ

の活動は盛んであり、教育、文化、スポーツ活動において協力的である。 
  生徒は、落ち着いた学校生活を送っており、勉学、生徒会活動、部活動において成果
をあげている。快活で、すがすがしくおおらかな気質を有し、誰にも親愛の情をもって
接することができる。 

  平成２４年度からコミュニティ・スクールの指定を受け、保護者や地域の参画も進み、
学校支援や家庭や地域と協働した取組、生徒によるボランティア活動も盛んになってき
ている。 
平成２９年度は、春には校舎改築も完成し、ＩＣＴ環境も整った新しい学舎での学校

生活が開始されるとともに、本校開校６０周年記念事業が行われるなど、様々な面で飛
躍の年となることが期待される。 

 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
   『自ら考え 行動できる 自立した生徒を育成する』 

    １ 生徒会活動の活性化    
２ コミュニティ・スクールのステップアップ 

    ３ 小中連携の充実 

    ４ 本格的な業務改善 

学校が求める教職員 
公募分野：特別支援教育、特別活動、教科指導、

部活動のいずれか 
公募人数等 

  
「生徒のことを思い、情熱をもって教育に取り組む教員」 
○ 特別支援教育や教育相談の専門的な知識・経験を有し、校内支援体
制づくりに力を発揮できる教員 

○ 特別活動（特に生徒会活動）の積極的な推進を通して、生徒の自主 
性・自発性を引き出すことのできる教員 

○ 授業において課題解決型学習に積極的に取り組み、ＩＣＴを効果的 

に活用できる教員 
○ 部活動に情熱をもって取り組み、生徒の社会性や規範意識、感謝す 
る心を育てることができる教員（柔道、卓球、その他） 

  
２名程度 
 
特別支援教育 
教育相談 
数学 
理科 

家庭 
その他 
 

 

論作文題 

(Ａ4判１枚程度) 

 

  
今までの教職経験において、特に力を入れて取り組み成果を上げてき

たこと及び自身の今後の課題や展望について記述してください。 

 

■生徒数：６２２人      ■学級数：２２学級 

■電話番号：０８３５－２２－２１８２ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.c-able.ne.jp/~hofukuwa/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 防府市立野島中学校 西嶋 高成 
防府市大字野島 
１５８番地１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
 本校は、防府市三田尻の沖約１４．５ｋｍの離島にある極小規模校であり、同じ校舎内
に小学校が併設された小・中併設校である。防府市教育委員会の事業である「茜島シーサ
イドスクール事業」により、平成２８年度は８名（小学生２名、中学生６名の３学級）全

員が、連絡船により通学している。来年度は、中学校は１～３年生各１学級、全３学級の
予定である。 
 豊かで美しい自然環境、心温まる教育風土に恵まれた環境の中で、小規模校だからでき
る徹底した個別指導に取り組んでいる。また、地域の方の協力を得ながら行うシーカヤッ
ク、鱧料理体験等の海の体験活動、野島盆口説きや野島太鼓等の伝統文化伝承活動により、
人間的なふれあいを通して心身の成長や豊かな心を育んでいる。 
また、小中連携教育にも力を入れており、学校行事、総合的な学習の時間の小中合同学

習だけでなく、教科指導で小中乗り入れ授業を行っている。中学校と小学校は職員室を共
用しており、校務分掌組織の一体化、校内研修や職員会議を合同で開催し、小・中教職員
全員で児童・生徒を支援している。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 １ 少人数・小中交流、個別指導による確かな学力の保証と小・中・高連携教育や地域

環境を活かした魅力ある教育課程の開発、実践 
 ２ 人間的なふれあいに根ざした生徒指導を基盤に体験活動や交流学習を通して、豊か

な人間関係、コミュニケーション能力の向上 

 ３ 家庭、地域、関係機関と連携しながら、児童・生徒の安全確保に努める等、信頼さ
れる安心・安全な学校づくり 

 

学校が求める教職員 公募分野：へき地教育、小中連携教育のいずれか 公募人数等 

 
○ へき地教育（徹底した個に応じた指導、地域との連携教育等）に情熱
をもって取り組みたいという意欲がある教員 

 
○ 小学校の教員とも協力し、積極的に小中連携教育に取り組む教員 

 
 

１名 
 
国語免許を有
している者 
（複数免許状

又は、小学校
教諭免許状を
有することが
望ましい。） 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚） 

 

 
 これまでに力を入れて取り組んだこと、へき地校である野島中学校で
実践したいことについて具体的に述べてください。 
 

■生徒数：６人       ■学級数：３学級 

■電話番号：０８３５－３４－１４００ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://noshima8.sakura.ne.jp. 

ne.jp/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 防府市立右田中学校 岡本 昭彦 
防府市大字高井 
５６５番地 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 本校は、「自ら考え、課題に立ち向かうことのできる心身ともに健康で、心豊かな生徒
の育成」を学校教育目標に掲げ、「みんなが輝くことのできる学校」「安心して充実した
学びができる学校」「信頼され地域とともに伸びゆく学校」をめざして日々教育活動を行
っている。 

 生徒は、純朴で学習や部活動への取組も意欲的である。学習面においては、数年前から
学習活動に「生産的で主体的な学び合い活動」を取り入れており、生徒たちは、「授業は
みんなで学ぶ場である。」という意識が高い。本年度は、教職員が一丸となって「できた
喜び」を味わうことができる授業づくりに取り組んでいるが、生徒のこうした意識が、ア
クティブ・ラーニングを実現させている。また、部活動においては、１１の運動部と３の
文化部それぞれに活動が活発で、特に運動部においては、ここ数年連続して中国大会以上
の大会にいずれかの部が進出を果たしている。まさに文武両道の校風であるが、本年度か
ら「ここに日本一の中学校があります」といった宣言を目標に、チーム右田中（生徒、教
職員、生徒の家族、地域住民、地域諸団体、域内小学校）で学校づくりを始めている。 
 右田中学校区地域協育ネットは、「右田玉子ネット」と称しており、学校支援と地域貢
献を軸とした右田地域独自のコミュニティの仕組みづくりを展開している。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

●生徒の人生に参加する[覚悟]をもつ ●[思考する]ことの大切さや喜びを自覚させる 
●[チーム右田中]を意識する     ●[表現する]ことができる学習集団を創り上げる 
●[説明責任]を意識する       ●[何ができるようになるか]を明確にする 

●[生徒の主体性]を大切にする    ●[社会性を育てる]という視点を大切にする  
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

○ 主体的に学ぶ生徒の育成をめざして、学校評価や授業評価の結果を生
かし、他の教職員と協力しながら授業改善に努めようとする意欲のある
教員 

 
○ 部活動（陸上競技部、ソフトテニス部、野球部、バレーボール部）に
おいて、生徒や保護者との関係を大切にして、技能の向上とともに人間

形成を重視した指導のあり方を他の教職員と協力しながら模索するこ
とのできる教員 

 

 
 

２名 
 

国語 

社会 

保健体育 

 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度)  

 

 「学校が求める教職員」を踏まえて、「チーム右田中に貢献できる
であろう自らの資質（教育活動に生かせる長所や特技、得意分野など）
について」や「本校で是非取り組んでみたいこと」を具体的に記述し
てください。 

■生徒数：３７７人      ■学級数：１４学級 

■電話番号：０８３５－２２－０９８４ 

■Ｗｅｂページアドレス： http://www.c-able.ne.jp/~hofumigi/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 防府市立大道中学校 品川 典之 
防府市大字台道 
１１２４ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 本校は防府市西部に位置しており、校区内にＪＲ大道駅や国道２号線があり、古くから
の交通の要衝として栄えた地域である。 
 本年度は１年生２クラス、２年生１クラス、３年生２クラス、そして特別支援学級が２
クラスの計７学級である。来年度以降、生徒数の減少により、学級数の減が予想される。 

 生徒は純朴で、基本的生活習慣が身についており、落ち着いた環境で学校生活を送って
いる。一つの小学校からの入学者が大部分を占めることから、豊かな人間関係づくりに力
を入れて教育活動を推進している。 
 保護者、地域ともに協力的であり、学校支援や、家庭・地域と協働した取組も進んでい
る。生徒の地域行事やボランティア活動への参加率も極めて高い。大道地域協育ネットで
ある『スマイルネット大道』が早くから立ち上がり、地域をあげた青少年の健全育成に力
を入れているところである。 
子どもたちをさらに伸長させることを目標に、教職員・保護者・地域・小学校が一丸と

なって取り組んでいる。 
本校の活性化や地域連携を図る上で中核となって活躍できる教員を公募したい。 

 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

 ◎ 校訓 「敬愛」「探究」「錬磨」「奉仕」を基調とした大道中教育の推進  

１ 生徒一人ひとりの学習力の向上と確かな学力の定着       (学習指導) 

２ 認め合い高め合う活力ある人間関係の育成による楽しい学舎づくり(生徒指導)                            

３ コミュニティ・スクールや地域協育ネット、土曜授業の推進による質の高い教育        

    活動の展開                         (学校経営) 

学校が求める教職員 公募分野：コミュニティ・スクール・部活動 公募人数等 

  
○ 生徒一人ひとりのよさを伸ばすことのできる教員 
 
○ 保護者・地域の願いや期待に応えることのできる教員 
 
○ 部活動（ソフトテニス部又は軟式野球部）の指導に意欲的に取り組む

教員 
 

  
 
 １名 

 
 英語 他 
 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 

  
これまでの経験を生かし、本校で取り組んでみたいことを、具体的に述べて

ください。 

 

■生徒数：１２６人      ■学級数：７学級 

■電話番号：０８３５－３２－００２４ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.c-able.ne.jp/~hofudai/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

宇部市立西岐波中学校 
 

 

兒玉 晋二 
 

宇部市床波 
四丁目１番４０号 

学校の特色 

 

 

 

 

 

 
本校の保護者や地域の方々は、学校に対する関心が高く大変協力的である。このような環

境の中で、生徒は明るく元気に学習活動に取り組むとともに、地域の行事やボランティア活
動に積極的に参加している。コミュニティ・スクールの３部会（学力向上部会、学校安全部

会、環境美化部会）を中心に学校運営を進めており、教職員、保護者、地域が一体となって
学校教育目標「ふるさとを愛し、学び育ち合う生徒の育成」の実現をめざしている。さらに
地域とともにある学校づくりを進めるために、小学校を併せた３校のコミュニティ・スクー
ルを中心に、１５年間の学びと育ちを地域全体で見守っていく「うべ協育ネット（ＫＩＷＡ
ネット）」を推進している。 
また、本年度から「全ての生徒が学ぶ場に参加する西中版２１世紀型授業をめざして」を

研修主題に掲げ、３年間を目途にアクティブ・ラーニングを中心に全教職員で研修を進めて
いる。本年度は７回の公開授業研究会を実施する予定である。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

 
学力向上  ・全員参加の授業づくり・家庭学習の習慣化・校内研修の充実   

学校安全  ・基本的生活習慣の確立・インクルーシブ教育の推進・部活動の充実 

環境美化  ・道徳科の推進・学校美化活動の推進・委員会活動の充実 
 

学校が求める教員 公募分野：学習指導、地域連携のいずれか 公募人数等 

  
学校教育目標である「ふるさとを愛し、学び育ち合う生徒の育成」の実

現に向けて、学級経営、全員が参加する授業づくり、地域貢献に意欲的に
取り組む教員 

  
 

１名 
社会又は 
数学 

 

論作文題 
（Ａ４判１枚以内） 

 

 

 コミュニティ・スクールの三つの機能をどのように活かして学校づくり
を行いたいか。 

 

■生徒数：４９９人 ■学級数：１８学級 

■電話番号：０８３６－５１－９０５２ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www3.ube-ygc.ed.jp/nkj/index.html 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 宇部市立上宇部中学校 師井 浩二 
宇部市沼 
二丁目４番８号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  

 
 
学校の教育目標は「自己の目標を高くもち、共に感動できる生徒の育成」である。 

「感動― One for All All for one―」のスローガンのもと､「最後はハート」の合い
言葉で、「チーム上宇部」をモットーに、生徒と教職員、保護者、地域がまとまって、
楽しい学校づくりを行っているため、生徒は落ち着いた学校生活を送っている。 
また、学習面もスポーツ面の成績も向上しており、特に部活動には力を入れているの

で、毎年、中国大会や全国大会等に出場している。生徒のもてる力をさらに高めるよう、
期待感をもって学習指導、部活動に取り組んでいる。 
さらに、本校ではコミュニティ・スクールの推進に、特に力を入れて取り組んでおり、

保護者も地域も本校に対して協力的で、温かい支援を得ることができている。 
教職員集団は「One チーム」をモットーに、お互いに仲が良く、協力し合い助け合う

活気ある集団である。 
 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

 
１ 「最後はハート」で文武両道を目指す生徒の育成 

 

２ 地域から愛され、感動を体感できる生徒の育成 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

  
○ 学習指導や部活動指導等において「チーム上宇部」の一員として、自

分の長所を生かしながら意欲的に取り組んでみたい教員 
 
○ できれば、野球、バレーボール、吹奏楽、ソフトテニス、陸上競技等
の部活動に取り組んでみたい教員 

  
２名 
 

 国語、社会、 
 音楽、美術、   
保健体育、 

英語 
 のいずれか 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚）    

 

自分の長所を生かして、本校で積極的に取り組んでみたいこと 

■生徒数：４３１人         ■学級数： １７学級 

■電話番号：０８３６－３１－１３６９ 

■Ｗｅｂページアドレス：http:// www3.ube-ygc.ed.jp/kuj/ 

 

■Ｗｅｂページアドレス：http:// 



 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山陽小野田市立高千帆中学校 池本 慎吾 
山陽小野田市揥山 
二丁目８番１号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 本校は、山陽小野田市の中央部に位置し、校区内に山陽本線小野田駅・山陽自動車道小
野田ＩＣを有し、国道１９０号線や３１６号線など幹線道路が通っている。校区は、有帆
小・高千帆小・高泊小の３小学校区から成り立っている。 
 生徒は規律正しく前向きで元気が良く、地域の方からも「高千帆中の生徒はよくあいさ

つをする。」と褒めていただくことが多い。文化祭や体育祭、合唱コンクールなどの学校
行事にも一生懸命取り組み、よい成果を残している。部活動も盛んで多くの部活動が市内
でトップクラスの成績を上げている。 
 保護者や地域の方も学校行事などに積極的に協力していただけるなど、伝統的に学校に
対して支持的な風土である。昨年度からコミュニティ・スクールが始まり、地域協育ネッ
トを中心として、さらに学校支援の動きが盛んになりつつある。また、小中連携として交
流授業も進んでおり、今後の展開に期待がもてる。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 学校教育目標「魅力ある学校づくり～安心して充実した学びができる学校」 
 各領域の重点目標 

学習指導…基本的な学習事項の定着を図る。 
生徒指導…積極的な生徒指導の実践と組織的な生徒指導体制の構築を図る。 

保健安全・体育…自らの健康を保持・増進できる生徒を育成する。 
研  修…主体的な学びにつながる魅力ある授業をめざして、教員の授業力の向上を

図る。 

地域連携…地域の人々や異年齢の人々と接する機会を通して、多様な世代にふれ、生
徒達の思いやりや感謝する心を育む取り組みを進める。 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・特別支援教育 公募人数等 

【学習指導】 
生徒に教科の内容を学ばせる過程で、人と関わり合う力を育てる授業づ

くりに取り組む各教科の教員 

１～２名 
国語・社会 

数学・保健体育 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

  
学力を身につけながら他者と関わり合う力を育てる授業づくりにつ

いて 
 

■生徒数：５１７人      ■学級数：２２学級 

■電話番号：０８３６－８４－５６１１ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.edu.cty-so.jp/takachiho-jhs/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

山陽小野田市立小野田中学校 
 

 

横内 淳 
 

山陽小野田市大字丸
河内１０１８番地２ 

学校の特色 
 

 
 
 
  
本校は山陽小野田市の南東部を校区とし、南西は周防灘に、東は宇部市に接している。

校区内外には多くの工場や商業施設、セメント産業発祥の地を象徴する文化財などがあ
る。保護者や地域住民の教育への関心は高く、ＰＴＡ・教育後援会や地域協育ネットなど、

従来から地域による教育活動への活発な支援をいただいてきた。また、本校校区内には２
校の小学校があり、小中間の連携にたいへん積極的に取り組んでいる。 
生徒は明朗で親しみやすく、男女仲良く協力して落ち着いた学校生活を送っている。本

年度の生徒会スローガン『小中革命 頂点から見た景色 ７０th』には、生徒自身が学校
生活をさらに向上させようという思いが込められている。本年度も、生徒主体の活気ある
学校行事、生徒が企画運営する生徒会活動、活発な部活動、各種コンクールでの入賞、そ
して地域での積極的なボランティア活動など、様々な分野での取組が成果を収め、学校生
活の活性化が継続している。 
本校はこの３年間、「生きる力」の育成のため家庭・地域との連携を図りながら、生徒

の主体的活動を重視した取組を続け、教職員が生徒とともに歩んで来た。昨年度発足した
コミュニティ・スクールも、本年度は校区内小・中学校３校の連携が進み、地域からの支
援体制はいっそう強化されている。これまで築き上げた流れをさらに充実させるため、今
後も地域連携や小中連携の取組を強化し、キャリア教育のさらなる推進を通して、よりよ

い学校づくりを図りたいと考えている。 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
（１） 学力向上に向けた学習指導の充実  ： 授業力の向上、校内研修の充実 
（２） 自己実現を図る生徒指導の充実   ： 主体性の確立、家庭・地域との連携 
（３） 学校を活性化させる地域連携の推進 ： ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ及び小中連携の推進  

学校が求める教員 公募分野：地域連携・小中連携 公募人数等 

  
キャリア教育の推進をめざして、以下のような教員を募集します。 
○ 地域の人材や教育素材の活用を進め、地域連携を視野に積極的な学
習活動を展開しようとする教員 

○ 生徒とともに地域に出て、積極的に地域と連携した教育活動の展開

を志す教員 
○ 学習指導や生徒指導の充実のため、小学校との連携に積極的に取り
組む教員 

 

  
 
 
若干名 
教科指定なし 

 
 

 
論作文題 

（Ａ４判１枚） 

 地域との連携や小中連携の推進に、あなたはどのように取り組んでい
きたいと考えていますか。あなたの描く夢や、取り組んでみたい活動内
容を含めて述べてください。               

■生徒数：３９７人         ■学級数：１５学級 

■電話番号：０８３６－８３－２５７６ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.edu.cty-so.jp/onoda-jhs/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山陽小野田市立竜王中学校 角田 博之 
山陽小野田市大字 
小野田３９２３番地 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 本校は山陽小野田市の南部に位置し、校地は丘陵地を整備したもので、南東部に西沖干
拓地をへだてて周防灘を臨み、西方に竜王山公園やきららビーチをひかえ、風光明媚で学
校環境は静かで良好である。 
 本校の生徒は赤崎・本山小学校から入学してくる。産業構造の転換で炭鉱閉山が相次ぎ、
生徒数も激減したが、その後、企業誘致が進み、産業の発展や住宅団地の増加は見られた

ものの、核家族や少子化により、再び生徒数は減少傾向にある。 
 生徒は比較的純朴であり人懐こい性格の生徒が多い。保護者は行事への参加等、学校へ
の関心が高く協力的である。また、竜王中学校区で構築している地域協育ネット『りゅう
みんネット』が効果的に機能しており、地域とのつながりも活発な学校である。生徒が地
域行事等に多くボランティアに参加したり、地域の方からの環境整備や学習支援をしてい
ただいたりと、受入や協力体制の整っている地域である。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 １ 学習環境を整え、個に応じた基礎・基本の定着と確かな学力の向上を図る。 
 ２ 寄り添い、関わり続ける生徒指導を実践する。 
 ３ 豊かな心と健やかな身体づくりを推進し、生徒の元気を創造する。 
 ４ りゅうみんネットの深化・発展による地域との連携強化を図る。 

 ５ 「かるた学習」の取組を全校体制で推進し、礼儀・集中力の育成と伝統文化の継承 
を図る。 

 また、『竜王中学校のブランド化』をスローガンに五つのプロジェクトを打ち立てて学
校の活性化を図っている。 
 ① かるた学習  ② 学力向上プロジェクト  ③ 体力向上プロジェクト 
 ④ あいさつ・声合体プロジェクト  ⑤ 「輪・和・笑」プロジェクト 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導 公募人数等 

 
○ 「かるた学習」の取組に関心があり、全校体制で推進する上で核とな
ることのできる教員 

 
○ 明るく大きな声で歌う生徒の育成により、学校の活性化を図ることの

できるやる気と資質能力を備えた教員 
 

  
国語１名 

 
 

音楽１名 

 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚） 

 

  
 「かるた学習」又は「合唱指導」において、本校で実践していきたい教育活

動について、具体的に述べてください。 

■生徒数：２２１人      ■学級数：９学級 

■電話番号：０８３６－８８－０１９８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.edu.cty-so.jp/ryuoh-jhs/ 



 

 

 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

山陽小野田市立厚狭中学校 
 

 

溝部 洋司 
 

山陽小野田市大字 
山川８４１番地 

学校の特色 
 

■生徒数：３５２名    ■学級数：１７学級 

        ■電話番号：０８３６－７２－０６６０ 

        ■Ｗｅｂページアドレス：http://www.edu.cty-so.jp/asa-jhs/ 
 
 本校は、旧山陽町側の地域にある、山陽小野田市の中規模校である。 
この地域は、山陽新幹線・山陽本線・美祢線の厚狭駅があり、また国道２号線・３１６

号線が通るなど、交通の要衝であり、安定した生活環境に恵まれている。また、保護者や
地域からの支援も厚く、日頃から学校行事などに多大な協力をいただいている。 

 こうした環境の中で、本校は、学校教育目標「よりよく生きようとする生徒の育成～人
間力と学習力の向上をめざして～」の実現のために、以下に示す重点目標の達成に向けて、
日々の取組を進めている。 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
【学習指導】 
【生徒指導】 

 
【研 修】 

 
【地域連携】 

 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導、生徒指導、部活動のいずれか 公募人数等 

本校では、「よりよく生きようとする生徒の育成～人間力と学習力の向

上をめざして～」を学校教育目標として教育活動を展開しており、現在、
落ち着いた学校生活の中で、学校行事等において生徒が主体的に活動する
など、多くの生徒が前向きに活動する状況が続いている。 
今後、全ての生徒の人間力と学習力を向上させるため、全校体制の生徒

指導、生徒主体の活動、学力向上をめざした研修の充実はもとより、キャ
リア教育の推進についても充実を図っていきたいと考えている。 
こうした意図を理解して活躍する、次のような教員を求めている。 

○ 学習指導や生徒指導に意欲的に取り組み、担任やバスケットボール部
の顧問として力を発揮できる教員 

 

 
 

 
若干名 
社会 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

これまでの経験、自分のよさや強み、上記の「学校が求める教員」を

踏まえ、「厚狭中学校で実践していきたい教育活動」について述べてく
ださい。 
 

○ 基礎・基本の定着 ○ 授業形態の工夫による言語表現力の向上  

○ 相談活動の充実 ○ 「考動力(考えて行動する力)」のある生徒の育成 

○ 自治能力のある集団の育成 

○ 言語活動の充実を図るグループ学習の推進 

○ キャリア教育の視点に立った特別活動の推進 

○ 地域が参加できる教育活動の推進 

○ 学校支援ボランティアの取組の充実 

○ 小中(高)との連携による教育活動の充実 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山陽小野田市立埴生中学校 寒竹 新二 
山陽小野田市大字 
埴生２８３番地 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 本校は、平成３２年４月に埴生小学校が校地内に移設され、小中連携校となることが予
定されており、準備を進めている。また、公民館も校地前に建設されることから、今後地
域の拠点として機能を発揮することが期待されている。 
 そのような中、学力の向上を図るため、学習支援ボランティアや校区内の小学校教員の

協力をいただき、長期休業中や試験期間中の補習に力を注いでいる。 
 また、校区内の小学校との連携も深めており、学習支援ボランティアの参加を仰ぎ、研
究授業後の検討会を一緒に行い、授業力の向上に努めている。 
 生徒に寄り添う生徒指導に取り組んだ結果、不登校の生徒は減少している。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 １ 自分が好き、仲間が好き、学びが好き、埴生が好きな児童・生徒の育成（小中共通 
  の教育目標） 
 ２ 自分を高め、生徒を高め、学校とともに高まる教職員の育成 
 ３ 保護者・地域から信頼される開かれた学校づくり（コミュニティ・スクールの体制

づくり） 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

○ 学校の中核を担い、地域に貢献する気概を持っていること 
○ 野球・ソフトテニス・バレーボールのいずれかの部活動指導ができる
こと 

○ 特別支援教育に情熱があり、生徒に寄り添える資質を持つこと 
○ 新しい学校づくりに意欲があること 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
保健体育１名 
 

 

論作文題 

(Ａ４判２枚程度) 

 

小中連携校並びにコミュニティ・スクール体制の構築のため、自分に
できること 
 

 

 

■生徒数：１０５人       ■学級数：７学級 

■電話番号：０８３６－７６－００３３ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.edu.cty-so.jp/habu-jhs/ 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 山陽小野田市立厚陽中学校 弓立 洋二 
山陽小野田市大字郡
３４９１番地２ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
本校は、山陽小野田市南部一帯が校区であり、東は厚狭川を挟んで旧小野田市、西は津

布田・埴生地区を経て下関市と接している。 
生徒は、純真明朗であり、保護者の考えも進取的で、教育に対する関心は極めて高い。

さらに、地域の学校教育に対する理解も深く、「厚陽ふるさとづくり協議会」を母体とし

た支援、平成１８年度に発足した「Ｋｏｙｏあんぜんち隊」の見守り活動による支援、平
成２０年度に設置された「厚陽学校支援地域本部」（現在は、「厚陽校区地域教育協議会」
と名称を変更）による支援等により地域と強く結びついている。また、本年度から「学校
運営協議会」を設置し、コミュニティ・スクールとしてスタートし、地域との連携や絆を
さらに深め、地域との協働関係の強化に努めているところである。 
加えて、平成２４年度から、施設一体型小中連携教育校としてスタートし、職員室も小

中の教職員が共有している。これにより、９年間を見通した教育の推進を図り確かな学力
と豊かな生き方を実現できる児童生徒の育成をめざし歩み続けているところである。 
 
 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
◆ 学校教育目標 「夢の実現に向けてチャレンジし続ける児童生徒の育成」（小中共通） 

◇ 小中学校が連携して取り組む今年度の重点課題 
 ○ 基礎学力の定着と互いに支え合う児童生徒の育成（学力向上部会） 
 ○ あいさつ、言葉づかいの徹底（社会力育成部会） 

 ○ 正しい生活習慣から基礎体力の向上へ（気力体力育成部会） 
 

学校が求める教職員 公募分野：特別支援教育 公募人数等 

 
特別支援教育への関心が強く、児童生徒一人ひとりの自立に向けた指 

導・支援について、教職員、保護者、関係機関と連携を深めながら、組
織的に取り組もうとする教員 
 
 

  
１名 

 
教科指定なし 
 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

 
 特別支援教育の充実に向けて、これまでの経験を生かし実践してみ 
たい取組について、述べてください。 
 

 

■生徒数：４７人      ■学級数：５学級 

■電話番号：０８３６－７４－８３１８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http:// www.edu.cty-so.jp/koyo-es/ 



 

 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 美祢市立厚保中学校 松岡 秀樹 
美祢市西厚保町本郷
１８９番地３ 

学校の特色 
 

 
 
 
 

 本校は、山間地域にある全校生徒２６名の小規模校である。近くには美祢西インターチ

ェンジがあり、道路もよく整備されていて交通の便が良い。保護者や地域の人々は学校教

育に対して理解があり、とても協力的である。生徒はとても落ち着いており、純朴で何事

にも真面目に粘り強く取り組む。 

本校は『日本一学びが好きな学校』を学校教育目標に掲げて、生徒と教員が学び続ける

姿勢を持ち続けようとしている。特に道徳教育と学習指導に力を入れ、落ち着いたゆとり

のある環境の中で、授業力の向上をめざして研鑽を積んでいる。そして、生徒が達成感と

成就感を味わい自己肯定感を高める学びの場づくりに励んでいる。 

  

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

① 自ら学ぶ力の育成 

アクティブ・ラーニングの視点を盛り込んだ『教えて考えさせる授業』の実践 

 ② 学ぶ力を活性化する支持的風土の醸成 

人間関係構築力の育成をめざした道徳授業の継続深化 

 ③ 地域の特性を生かしたグローバル人材の育成 

地域ぐるみの教育と国際理解教育の充実 

 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・道徳教育 公募人数等 

○ 担当教科や道徳教育に意欲的に取り組むことができる教員 

○ 部活動などにおいて生徒とともにあり、生徒に寄り添い、生徒ととも 

に成長を喜ぶ教員 

○ 来年度、あるいは将来において学校の中核となって教育を推進してい 

く教員 

 

  
 

１名 
数学 

 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚） 

  

本校の重点目標を実現するために取り組んでみたいことをこれまで
の経験をもとに述べてください。 
 

 

■生徒数：２６人      ■学級数：３学級 

■電話番号：０８３７－５８－０００７ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.c-able.ne.jp/~atsu-j/ 



 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 美祢市立於福中学校 杉 博司 
美祢市於福町上 
４３１９番地 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  
学校所在地の美祢市於福町は、美祢市北部に位置し、北は長門市と境を接している。洪

積台地上に形成された集落が校区で、豊かな自然に恵まれ、人情も厚い。 
生徒数は少ないが、豊かな自然と人々の愛情に育まれ、皆が仲良く、充実した学校生活

を送っている。 
本年度はチャレンジ目標を「気持ちの良いあいさつ 進んで学習！ 夢に向かってとも

に伸びよう」と定め、キャリア教育の視点から学校の教育活動を捉え直し、生徒、教職員、
保護者、地域のキャリア発達を促す活動を積極的に仕組んでいる。また、コミュニティ・
スクールとしての教育活動を展開することで、地域・保護者の学校教育への高い関心から
多くの協力を得るとともに、盛んな地域行事へも学校（生徒）は積極的に参加し、相互の
関係は良好である。重点取組事項及び具体的な方法は「於福中重点プロジェクト」として
示し、実践、評価と検証のサイクルを繰り返しながら、組織的な取組で教育活動を推進し
ている。 
本年度、「教えて考えさせる授業」を基調とした授業改善に取り組み、７年目になる。

県内外から研修視察を受けるなど、美祢市立小中学校の中でも先進的な取組ができている
と自負している。校内研修は大きく前進し、授業改善により生徒の学力は着実な向上を見
せているが、活用力の向上には依然課題が残っている。今年度の研究成果を検証し、来年

度につなげたいと考えている。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

学校教育目標 「心豊かで、個性的・創造的に生き抜く生徒の育成」 

重点目標   １ 人間力を培うキャリア教育の推進 

        ２ 確かな学力の育成(「教えて考えさせる授業」を基調に) 

３ コミュニケーション能力の育成 

        ４ 家庭・地域と連携した教育の実践(開かれた学校づくり) 

 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導 公募人数等 

 校内組織活性化の推進役として教育活動に率先して関わるとともに、

｢教えて考えさせる授業」を基調とした授業改善を積極的にすすめ、生徒
の学力向上に意欲的に取り組む教員 

１～２名 

数学又は英語 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 
 本校で実践したい、生徒の学力を向上させる授業改善について 

■生徒数：２１人       ■学級数：３学級 

■電話番号：０８３７－５６－００１８ 

■Ｗｅｂページアドレス：http:// www.c-able.ne.jp/~ohuku-j/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

  中学校 美祢市立秋芳中学校 古谷 淳子 
美祢市秋芳町秋吉 
５１００番地 

学校の特色 
 

 

 

 

 本校は、旧秋芳北中学校と旧秋芳南中学校の統合により、平成２８年４月に開校した学
校である。 
昨年度、美祢市全体が「 Mine 秋吉台ジオパーク」として日本ジオパークに認定された

が、まさにそのジオ（地球）に関わる貴重な自然遺産の中に位置する学校であり、さらに

近隣には国内外アーティストのイベントが催される秋吉台国際芸術村がある。 
「Think  Globally Act Locally」は学校教育目標「志をもって主体的に学び、たく

ましく未来を拓く生徒の育成」を貫くコンセプトであり、国際的な視野で物事を考え、身
近（地域）で行動できる生徒の育成をめざしている。 
 地域活性化の視点から中学生へ寄せられる期待は大きく、学校運営協議会各部会（まな
び・こころ・からだ）や生徒会企画による地域との絆を深める様々な取組も進みつつある。 
なお、校区内の小学校は現在３校であるが、平成３０年度にはその内の２校が統合とな

る。 
 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
  
  Think Globally Act Locally  
１ 生徒の学びに向かう力と豊かな表現力の育成 

  ・主体性の伸長 ・協働的な学習内容と方法の工夫 ・表現活動の工夫と充実 
２ コミュニティ・スクールの推進（３機能の充実） 
  ・一人一コミスク活動＝子どもたちと地域・社会とのつながりを深化 

 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・地域連携 公募人数等 

  
○ 学び続け変わり続ける教員 
 
○ 生徒と感動をともにする教員 

  
○ 同僚・保護者・地域と協働する教員 

  
 
 

１名 
理科 

 

論作文題 
（Ａ４判１枚程度） 

 

 自分のよさやこれまでの経験を生かし、本校で取り組みたいこと 

■生徒数：８０人      ■学級数：４学級 

■電話番号：０８３７－６２－００２５ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://www.c-able.ne.jp/^shuho-j/ 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

下関市立日新中学校 
 

 

田村 浩人 
 

下関市上田中町 
１－１５－１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
本校は旧市内の中心に位置し、校区内には産業・経済、行政・福祉に関係する施設も点在

している。生徒は素直であり、学習やスポーツに積極的に取り組む。近年、コミュニティ・
スクールとしての学校運営を進め、地域住民や育成諸団体の「学校応援団」も活発である。 
 学校教育目標を「日に日に新たな心で、夢の実現に向かって努力できる自立した生徒の育

成」として、次の教育活動を推進している。 
(1) 豊かな人間性の育成 

学校教育全般を通じて、豊かな心を育む活動を推進するとともに、「あいさつ」「朗
唱」「無言掃除」の三つの活動を徹底させている。                         

 (2) 確かな学力の定着と向上 
      ユニット型研修や小学校との連携を通して授業改善を進め、基礎的・基本的な学習内

容の定着や学力の向上を図るとともに、生徒の学習意欲や思考力・表現力を育てている。 
 (3) 積極的な生徒指導 

学校教育全般を通じて健康・安全教育を推進するとともに、生徒会活動を始めとして、
生徒の自主的活動を支援する積極的な生徒指導に取り組んでいる。 

 (4) 地域社会との連携と協働 
コミュニティ・スクールの学校運営協議会を生かして、開かれた学校運営を推進し 

ている。保護者や地域の人々と連携・協働を進め、学校からの積極的な発信を行い、地
域とともに教育活動を実践し、学校教育への理解や関心を高めている。 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
(1) 「あいさつ」「朗唱」「無言掃除」「聴く態度」で心を育む【豊かな心を育む活動】 
(2) 思考力と表現力、学ぶ意欲を高める指導方法の工夫・改善【確かな学力の定着と向上】 
(3) コミュニティ・スクールの推進と小中連携教育の充実【地域社会との連携と協働】 

学校が求める教員 公募分野：生徒指導、学習指導、部活動のいずれか 公募人数等 

○ 豊かな心の育成と確かな学力の向上に努め、教師力を高めていこうと
する情熱のある教員 

○ コミュニティ・スクールの推進役として、積極的に保護者や地域の人
々と連携・協働を進め、地域とともにある学校の充実を図る教員 

○ 部活動(バスケットボール、野球、バレーボール)において、情熱をも

って指導に臨むことができる教員 

 
 

２名程度 
社会 

保健体育 

家庭 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度） 

 

 
生徒指導、学習指導、部活動のいずれかの観点から、本校で実践して

いきたいことを記述してください。 

 

■生徒数：３１２人           ■学級数：１２学級 

■電話番号：０８３－２２３－７２５９ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~nisshin_c/ 
 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 下関市立向洋中学校 中川 和彦 
下関市向洋町１丁目 
１４番１号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
 
  
本校は下関市の中心に近い丘陵地帯にあり、市営の陸上競技場や体育館などの公共施設

に隣接するとともに徒歩で通学できる高校が７校あるなど、環境は極めて良好である。 
 生徒は明朗快活で、学校行事や専門委員会活動、ボランティア活動などに意欲的に取り
組んでいる。また、教職員集団のチームワークも優れ、生徒指導上の課題に対しても全教
職員が組織的に取り組み、生徒に寄り添った傾聴的な指導を積み重ねている。 
 平成２７・２８年度は山口県教育委員会の「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジ
ェクト推進校として、キャリア教育を基盤とした豊かな心の育成に努めてきた。また、Ｉ
ＣＴを活用した授業づくりにも重きを置いて研修を進め、授業改善や学力向上に取り組ん
でいる。       
保護者や地域は協力的で、コミュニティ・スクールの側面からも多くの方々から支援を

受けながら、生徒が生き生きと活動する学校をめざしている。 
  
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

 
 〇 学習規律の徹底と学び合いによる分かる楽しい授業づくりによる学力向上 
 〇 生徒との積極的な関わりを基盤とした組織的できめ細かな生徒指導の推進 

 〇 安心・安全で、豊かな心を育む美しい環境づくり 
 〇 諸活動や道徳教育の充実による豊かな心の育成 
 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

  
〇 ＩＣＴを活用した授業づくりを追究する教員 
〇 生徒会活動に情熱をもって取り組む教員 
〇 様々な課題解決に向けて、他の教職員と協働して取り組む教員 

〇 指導未経験の運動部であっても意欲的に指導に取り組む教員 
〇 地域や小学校との連携活動に積極的に取り組む教員 
 

  
 
 

１～２名 

教科指定なし 
 
 

 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚） 

 

  
「本校で実践していきたいこと」を述べてください。 
 
 

■生徒数：１６８人      ■学級数：９学級 

■電話番号：０８３－２２３－８２０８ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~kouyou_c/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 
中学校 

 

 
下関市立文洋中学校 

 

磯部 芳規 
下関市上新地町 
５丁目６番１号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  
 
本校は、響灘を望む高台に位置する。下関駅を中心に、下関漁港・関釜フェリー発着場

を間近にひかえた県内でも有数の商業地が校区である。 

地域の学校「文洋中学校」が大好きで、教育に高い関心をもつ保護者や地域、全国各地
のＯＢの方々に支えられ、コミュニティ・スクールを基盤とし、家庭や地域と連携した特
色ある取組を進めている。 
また、縦割り集団を活用した生徒の自治能力を高めるための生徒会活動もいろいろな行

事の中で感動を創り出している。 
現在、校区内の３小学校・保護者・地域と連携し、義務教育９年間を見通した児童・生

徒の育成をめざしている。 
部活動にも元気に取り組んでおり、将来につながる人間形成が図られている。 
生徒は全体的に明るく、落ち着いた学校生活を実現している。   

 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

１ 積極的な授業改善と学習習慣の確立による基礎基本の徹底 

２ 豊かな心の育成と開発的な生徒指導の推進 

３ コミュニティ・スクールを基盤とし、小学校や家庭、地域と連携した特色ある教育 

の推進 

 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導、部活動のいずれか 公募人数等 

  

感動のある学校創りに真摯に取り組む教員 
 

・ 常に授業改善しながら学習指導をする教員 
・ 生徒の心に寄り添い、粘り強く毅然とした生徒指導を行う教員 
・ 家庭や地域との連携を推進する教員 
・ 部活動を人間形成のための一つの活動場面として捉え、指導する教

員（サッカー） 

  

 
 

若干名 
教科指定なし 
 

 
 
 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度）  

 

 
「本校で取り組みたいこと」を述べてください。 
 

 

■生徒数：１５６人       ■学級数：８学級 

■電話番号：０８３－２２３－８１７６ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~bunyou_c/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 下関市立東部中学校 朝原 嘉彦 下関市清末陣屋5－10 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  
本校は、下関市の東部に位置し、王司、清末、小月の３地区からなる広い地域で、三つ

の小学校を有している。交通の要所でもあり、近年は住宅団地化の傾向が顕著になってき
ている。 
地域の住民は、教育に対して関心が高く、学校教育にも協力的である。学校運営協議会

制度も充実し、幼保小中連携を中心とした教育活動の充実に取り組み、地域の自然や人と
の豊かなつながりを活かしたコミュニティ・スクールを実現し、地域社会と一体となった
教育活動を繰り広げているところである。 
 併せて、「小中高連携英語教育推進校」として、「教員の授業力の向上及び児童生徒の
英語によるコミュニケーション能力の素地・基礎の育成支援」を目的に、英語教育の推進
を図っている。 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

連携・協働を重視した学校づくり 
～学校間連携の重視とコミュニティ・スクールの推進～ 

◎ 幼保・小・中学校の連携を密にし、１５歳までを見通した具体的な取組を実践する。 
◎ 学校・家庭・地域が「めざす子ども像」を共有する。 
◎ 子どもの『学び』と『育ち』に積極的にかかわる。 

○ キャリア教育の充実…各学年で夢をもたせ、志を育てるつながりのある活動をめざ
す。 

○ 読書活動の充実…学校図書館の有効活用と授業での音読、朝読書、家庭での読書の推
進をめざす。 

○ 生徒指導の充実…自主学習、地域でのあいさつ、授業前の黙想・あいさつ・姿勢の徹
底をめざす。 

○ 幼保・小・中連携の充実…幼保・小との連携、交流活動を創造し、連携カリキュラム
の作成・活用をめざす。 

学校が求める教職員 
公募分野：学習指導、生徒指導、小中連携・コミ

ュニティ・スクールのいずれか 
公募人数等 

生徒を中心に考え、寄り添いながら学習指導・生徒指導を進める活力あ
る学校づくりをめざすため、以下の教員を求めます。 
○ 学習規律の確立と規範意識の高揚に取り組む教員 

○ 「考え、議論する」授業の推進に取り組む教員 
○ 連携と協働に基づく生徒指導の推進に取り組む教員 
○ 部活動指導に意欲的に取り組む教員 
○ 地域や家庭、学校間の連携・協働に情熱をもって取り組む教員 
○ コミュニティ・スクールの推進に取り組む教員 

 
 
 

２名程度 
教科指定なし 
 
 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

学習（教科）指導や生徒指導、部活動やコミュニティ・スクール等の
中からいずれかを選択し、「本校で取り組みたいこと」を述べてくださ
い。 

■生徒数：５８１人        ■学級数：１９学級 

■電話番号：０８３－２８２－００３２ 

■Ｗｅｂページアドレス：

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~toubu_c/ 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~toubu_c/ 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~toubu_c/


 

 

 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

下関市立長府中学校 
 

 

濱本 誠治 
 

下関市長府逢坂町 
３番１号 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 

本校は歴史的な文化財と、風光明媚で閑静な自然環境に恵まれた地域に位置しており、

そのような環境を求めて、他地域より転入してくる住民も多い。 

保護者・地域住民の教育に対する関心は高く、学校教育への協力も積極的である。また

地域協育ネットの仕組みも定着している。 

生徒は全体的に明るく素直であり、落ち着いた学校生活を送っている。常に県内上位に

あるバスケットボール部男子を始め、平成２８年度中国大会に男女アベック出場したソフ

トテニス部など部活動も盛んな地域であるが、教員一人ひとりの力を結集しチーム長府を

再構築し、今後益々、生徒、保護者・地域住民が誇りに思える学校にしたいと考えている。 

 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

○ 確かな学力の向上と定着 

○ 規範意識の高揚 

○ 気持ちのよい生活環境づくり 

○ 組織力の向上 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

・ 生徒の学力向上に向け、自らの実践を常に振り返りながら意欲的に
授業改善に臨む教員 

・ 生徒指導において、毅然とした姿勢を保ちながらも、温かく生徒に
接することのできる教員 

・ 部活動（特にバスケットボールと野球）において、部員とともに勝
利をめざすとともに、部活動を通して社会性や規範意識、感謝する心
を育てようとする教員 
 
最も大切なことは、全教職員と協調・協働ができる教員であること。 

国語   １名 
 
保健体育１名 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

本校で実践していきたいことを、簡潔に記述してください。 
 

■生徒数：４８８人        ■学級数：１８学級 

■電話番号：０８３－２４６－２１５７ 

■Ｗｅｂページアドレス   

http:// kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp./~chofu_c/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

下関市立勝山中学校 
 

 

福原 賢治 
 

下関市秋根上町 
２－５－１ 

学校の特色 

 

 

 

 

 

 

 
本校の保護者や地域の方々は、教育に対する関心が高く、学校に大変協力的である。こ

のような環境の中で、生徒は明るく元気に授業や生徒会活動等に取り組むとともに、地域

の伝統行事、文化行事や体育行事にも積極的に参加している。勝山中校区の三つのコミュ
ニティ・スクールが連携した勝山地区夢プロジェクトの取組を通じて、校区内の２小学校
・地域・家庭と連携しながら、学校教育目標「ふるさと勝山を愛し、自らの力で未来（あ
す）を拓く生徒の育成」の推進に取り組んでいる。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
１ 共同的学びの推進 
２ 家庭学習の習慣化（自主学習ノート・学習コーナーの活用等による自主学習の促進） 
３ 支持的風土のある学校づくり（Ｑ－Ｕテストを活用したきめ細かな生徒理解） 
４ 道徳授業の充実 
５ 学校便り「チーム勝山」の発行（ＨＰに掲載） 
６ チャレンジ目標「勝中 美・礼・時」の推進 

７ 部活動の活性化 
８ 積極的な地域貢献と地域人材の活用 

 
 

学校が求める教員 公募分野：学習指導・生徒指導・部活動 公募人数等 

  
 

○ 生徒一人ひとりに目を向けた授業づくりや生徒指導の推進に意欲的
に取り組む教員 

 
○ 部活動の一層の活性化を図るために部活動に積極的に取り組む教員 
（バスケットボール部、バドミントン部、ソフトテニス部、陸上競技部） 

 

  
 

 
 

２名 
教科指定なし 
 

 
 
 
 

 

論作文題 
（Ａ４判１枚以内） 

 

 

 あなたが実践している学習指導・生徒指導・部活動指導について簡
潔に記述してください。 

■生徒数：６１０人 ■学級数：２０学級 

■電話番号：０８３－２５６－２８２７ 

■Ｗｅｂページアドレス：

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~katsuyama_c/ 



 

 

 

 

 

 

校 種 

 

学 校 名 

 

校長名 

 

所 在 地 

 

中学校 
 

 

下関市立川中中学校 
 

 

児玉 典彦 
 

下関市伊倉新町 

４丁目６番１号 

 

学校の特色 

 

 

 

 

 

 
 

下関市の中心校で、学級数２３の大規模校である。平成２２年４月に新校舎に移転し、

教科センター方式による学校運営を行っている。 

 教科センター方式の学校では、生徒が授業を受ける環境を、各教科担当のアイディアで

さまざまに工夫できるという利点がある。教科の特色を出した教室づくりをし、教科なら

ではの楽しさや教科の本質に迫ることが可能であり、現在、この学習環境の有効活用とと

もに、指導方法の工夫・改善に積極的に取り組んでいる。 

教科センター方式に応じた生徒指導体制が確立することで、落ち着いた学校生活を送る

ことができるようになってきた。学校行事や生徒会活動、部活動等も盛んであり、学年や

学級の枠を解いた集団が一つにまとまって、体育祭や文化祭を盛り上げている。ボランテ

ィア活動や専門委員会活動などでも自主的・自発的に取り組む生徒が多い。部活動におい

ても、好成績を残している。 

 

【本年度本校で重点を置いて取り組んでいる目標】       

 ・ 授業力向上〔ユニット型研修（互見授業）を柱とする教科指導の工夫・改善〕 

・  学ぶ力の育成〔学習規律と家庭学習習慣の確立〕 

・ 道徳の時間の指導力向上〔道徳の時間の全教員担当制〕  

 

学校が求める教職員 

 

公募分野：学習指導・道徳教育・部活動 

 

公募人数等 

 

○ 教科センター方式の恵まれた学習環境を有効活用し、指導方法の工

夫・改善に積極的に取り組む教員 

○ 道徳教育や生徒指導に意欲的に取り組み、部活動の指導にも情熱を

もって取り組む教員  

２名 

社会 

理科 

英語 

保健体育 

特別支援教育 

 
論作文題 

（Ａ４判１枚） 

 

「本校で取り組みたいこと」を述べてください。 
 

■生徒数：６６４人       ■学級数：２３学級 

■電話番号：０８３－２５２－０９００  
■Ｗｅｂページアドレス： 

  http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~kawanaka_c/ 



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 下関市立安岡中学校 山本 幸生 
下関市安岡町 
４－２－１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  
 
 
本校は、下関市の中心地から北へ約１０ｋｍの郊外に位置している。かつてはのどかな

田園・漁村地域であったが、新しい商業施設や住宅が建ち、ベッドタウンとなっている。

生徒たちは純朴で礼儀正しく授業はもちろん学校行事や部活動、地域のボランティア活動
にも積極的に取り組んでいる。 
 校区内は 1 小学校 1 中学校があり、ほとんどの生徒は安岡小学校から入学してくる。小
学校とは合同の研修会や避難訓練を行ったり、地域行事に一緒に参加したりと交流を深め
ている。 
併せて、小学校と合同の学校運営協議会を設置し、保護者や地域と連携しながら実践を

重ね、学習支援や地域貢献などに大きな成果をあげてきており、学校も落ち着きを見せて
いる。来年度、この取組をさらに充実させ、生徒自らがよりよい生活づくりに主体的に取
り組むことで規範意識や学力の向上につなげていきたいと思っている。 
 今年の生徒会目標は「笑顔満開～進化で輝け！みんなの笑顔～」で、昨年の「安中改革」
をさらに進化し、みんなの笑顔が輝く学校にしたいという思いが込められている。その目
標達成に向け、さまざまな場面で生徒自らが生活をよりよいものにしていこうという姿勢
が見られている。 

 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 
高め合うチーム安岡 ～愛と行動力にみちた生徒の育成～  

  ・ 笑顔満開～進化で輝け！みんなの笑顔～ 
  ・ 良好な聞く態度の習慣化（小中共通取組事項） 
 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導 公募人数等 

 
本校の思いに賛同し、リーダーシップを発揮できる人材を求めたい。 

 教科や部活動では、数学指導に力のある教員、また数学とあわせて他の
教科指導もできる教員、部活動に熱心に取り組む教員を熱望している。 

  
 

若干名 
数学 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 
 学校の活性化に向けて、生徒が主体的に取り組む日常の生徒会活動
のあり方 

■生徒数：３１８人      ■学級数：１１学級 

■電話番号：０８３－２５８－０３０９ 

■Ｗｅｂページアドレス 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~yasuoka_c/ 

 

 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/


 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 下関市立彦島中学校 小山 義記 
下関市彦島江の浦町
２－２５－１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
  
  
本校は、本州の最西端にある中学校で、地域が下関市の造船・化学工業の中心地であっ

たことを背景に、かつては県内最大規模の学校であったが、校区内小学校の児童の減少等
の影響から、現在は規模が縮小している。 

教職員が一丸となった取組と、ＰＴＡや学校運営協議会、地域の方々の支援により、学
校は徐々に落ち着きを取り戻しつつある。 
今後は、生徒指導面や学習指導面での強化をより一層図り、生徒一人ひとりが確かな力

を身につけることができる「信頼される学校」、生徒も教員も「誇りに思える学校」、「安
心安全で、楽しい学校」を創り上げるために、保護者や地域の更なる信頼を得るとともに、
生徒とともに学び成長する教職員集団を組織することが必要である。 
  
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
・ 確かな学力の向上と定着 
・ 規範意識の高揚   
・ 気持ちのよい生活環境作り 
・ 組織力の向上 

学校が求める教職員 
公募分野：学習指導、生徒指導、部活動のいずれ     
     か 

公募人数等 

・ 生徒の学力向上に向け、自らの実践を常に振り返りながら意欲的に授
業改善に取り組む教員 

・ 生徒指導において、毅然とした姿勢を保ちながらも、温かく生徒に接
することのできる教員 

・ 部活動（野球部・水泳部・バスケットボール部等）において、部員と
ともに勝利をめざすとともに、生徒に部活動を通して社会性や規範意
識、感謝する心を育成しようとする教員 

・ 他の教職員と協調・協働して、職務に励むことができる教員 

保健体育 
１名程度 
 
数学 
１名程度 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 
本校で実践していきたいことを、簡潔に記述してください。 

■生徒数：４１６人      ■学級数：１６学級 

■電話番号：０８３－２６６－５２６６ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~hikoshima_c/ 



 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 下関市立菊川中学校 戸田 宏純 
下関市菊川町下岡枝
１番地２ 

学校の特色 
 

 
 
 
 
 
 
 下関市の東側、小日本とよばれる豊かな田園地帯が広がる菊川盆地に位置している。中
学校周辺にはふれあい会館や運動公園などがあり、文教地区を形成している。地域の人々

の学校に対する関心は高く、協力的である。生徒が参加する地域主催の行事も多く開催さ
れ、みんなで地域の活性化を図る機運が高い地域である。 
 「１５メートルのあいさつ １５分の黙働（無言清掃） １５千ページの読書」をチャ
レンジ目標に掲げ、生徒たちは大変礼儀正しく、落ち着いた学校生活を送っている。生徒
会活動も活発で、生徒は委員会活動や体育祭・文化祭等の学校行事に主体的に取り組んで
いる。部活動にも意欲的に取り組み、各部とも好成績を収めている。 
 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 
 「日本一学びが好きな学校」 
 ・ 学ぶ意欲と説明力を基軸とする学ぶ力の育成 

 ・ 学ぶ力を活性化する支持的風土の醸成 
 ・ 地域･幼小高との連携強化 
 

 
学校が求める教職員 

 

公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

  
・ 学力向上の課題解決に向けて、指導方法の工夫・改善に積極的に取り

組むことのできる教員 
 
・ 生徒指導に意欲的に取り組み、部活動（野球部・吹奏楽部）の指導に

も情熱をもって取り組む教員 
 

 

 
社会１名 

 
 

音楽１名 
 

 

 
論作文題 

(Ａ４判１枚程度） 

 

 

 本校で実践していきたいことを、簡潔に記述してください。 

■生徒数：２０５人      ■学級数：８学級 

■電話番号：０８３－２８７－００４２ 

■Ｗｅｂページアドレス：

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~kikugawa_c/ 

 

http://kam.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~kikugawa_c/


 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

 

中学校 
 

 

下関市立夢が丘中学校 
 

 

齋藤 教津 
 

下関市豊浦町小串 
１４５ 

学校の特色  

 

 
 
 
 
  

本校は、下関市北西部の響灘に面した豊かな自然が広がる旧豊浦町に位置し、「夢に向
かってたくましく生きる生徒の育成」を教育目標に掲げ、「教科教室型」「地域開放型」

「生活空間型」の三つを基本コンセプトとして、地域に密着した教育活動を行っている。 
生徒は素朴で明るく、元気な挨拶を交わす。男女の仲もよく、伸び伸びと落ち着いた学

校生活を送っている。また、生徒会活動も活発で、生徒は委員会活動や体育祭・文化祭等
の学校行事、地域でのボランティア活動に主体的に取り組んでいる。保護者や住民の教育
への関心も高く大変協力的である。 
また、本校のコミュニティ・スクールは、ボランティア室を拠点として「学習支援ボラ

ンティア」の活用や、地域住民を講師とする「わくわく楽習スクール」の開催、地域での
「一人１ボランティア活動（夢ボラ）」を推進し、地域住民の協力を得ながら生徒の学力
向上と社会性の育成に取り組んでいる。 

 
 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 

 
① 学ぶ喜びや確かな学力向上を育む学習活動の充実 
②  自他を尊重する豊かな人間性を育む教育活動の充実 
③  学校・家庭・地域社会との連携・協働の充実 

 
 

学校が求める教員 公募分野：学習指導・部活動 公募人数等 

○ 本校で自分の教師力を高めていこうという情熱のある教員 

○ 学習指導に加え、部活動の指導（吹奏楽）にも熱心に取り組む教員 

○ 家庭・地域社会との連携・協働を推進していこうとする教員 

  
 

音楽 1名 
 
 

 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度） 

 

本校で実践していきたいことを簡潔に述べてください。 

■生徒数：２４６人         ■学級数：１１学級 

■電話番号：０８３－７７５－３３００ 

■Ｗｅｂページアドレス： 

http://shp.edu.city.shimonoseki.yamaguchi.jp/~yumegaoka_c/ 



 

 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 萩市立越ヶ浜中学校 仲子 悦政 
萩市椿東 
６０８９－４ 

学校の特色 
 
 

 
 
 
本校は萩市の笠山と越ヶ浜の港が近くにあり、日本海を望む風光明媚な学校である。生

徒は、明朗快活で、諸活動に意欲的に取り組む者が多い。また、地域の伝統行事である和
船競漕大会をはじめとした地域とかかわる体験活動、校区にある萩総合支援学校との交流
活動等の心を育てる体験活動など、特色ある教育活動を行っている。 

学力向上については、「しっかり聞く・じっくり考える・根拠を示して発言する」を共
通の視点として授業改善に力をいれていくこととしている。行事や諸活動においても、や
りがいと達成感をもたせ、主体性や自律心を育むものへと更に充実させていきたい。 
また、昨年度からコミュニティ・スクールと地域協育ネットによる地域との連携した取

組や９年間を見通したつながりのある教育の推進をめざす小中連携も前進している。今
後、さらなる連携教育を展開していくことが求められている。 
こうした学校の実情の中で、生徒と積極的にかかわりながら、本校の教育活動を先頭に

なって引っ張っていく活力のある人材を求めたい。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
（１） 一人ひとりの学力の向上と学習習慣の確立 （２） 心の教育の推進 
（３） 家庭との連携の強化            （４） 地域・小学校との連携の推進 
           

チャレンジ目標   
○ 正しい言葉づかいや態度を心がけよう。○ 授業中の態度やけじめをよくしよう。   
○ 何事にも積極的に取り組もう。 

 

学校が求める教職員 公募分野：学習指導・生徒指導 公募人数等 

  
○ わかる・できる授業、やる気のわく授業をめざして授業改善に意欲的に
取り組み、学力向上を進めることができる教員 

○ 厳しさとやさしさをもち、生徒と積極的にかかわりながら、教職員の連
携や保護者との連携を大切にしながら本校の生徒指導の中核となって進
めることのできる教員 

○ 地域との連携、小学校との連携に積極的な姿勢をもっている教員 

  

  
 
 

１名 
英語 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚以内） 

  
上記の「学校の特色」・「学校が求める教職員」を踏まえて、本校

で取り組んでみたいことをわかりやすく述べてください。 

■生徒数：４０人      ■学級数：３学級 

■電話番号：０８３８－２５－０３１０ 

■Ｗｅｂページアドレス： http://edu.city.hagi.lg.jp/koshi-jh/  



 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 萩市立大井中学校 静間 均 萩市大井１１２６ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 本校は、萩市の中心から北東約１２ｋｍの位置にある小規模校である。本年度から小中
併設校（小学生３８名、中学生３４名）となり、中学校教員が小学校５・６年生の授業を
担当するなど、併設校の特色を生かした学校運営を行っている。平成２９年度は、小中一
貫型小学校・中学校としてスタートすることを予定しており、さらに、小中連携の深化・

充実を図っていきたいと考えている。 
 児童生徒は、明るく純朴で、特に全校合唱に意欲的に取り組み、毎年音楽会で美しい歌
声を披露している。 
 コミュニティ・スクールは平成２６年度からスタートしている。地域・保護者は学校に
たいへん協力的であり、日々の授業への支援や環境整備などの「学校支援」や生徒の地域
行事への積極的な協力などの「地域貢献」は毎年充実してきている。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
 学校教育目標「きらめく声が響き合う大井小・中学校」の実現に向けた教育活動の推進 

１ 基礎基本を定着させるとともに、子どもの主体的な意見が飛び交う授業づくりを
推進する。 

２ 思いやりのある優しい声がかけあえる仲間づくりを推進する。 
３ 元気で活発な声が飛び交うよう、望ましい生活習慣、体力づくり、保健指導を 

推進する。 
４ 小中併設校の特色を生かし、児童生徒一人ひとりを大切にした、よりきめ細か 
な教育を推進する。 

５ 具体的な実践を通して、コミュニティ・スクールの活性化を図る。 
 

学校が求める教職員 公募分野：小中連携・地域連携 公募人数等 

  
 〇 小中一貫教育に興味を抱き、推進役として活躍できる教員 
 
〇 ９年間を見通した学習指導や生徒指導の充実に積極的に取り組む教
員 

  

〇 コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育に積極的に取り
組む教員  

 
 

 
 
 

１名 
英語 

 

 

 

論作文題 

（ Ａ４判１枚 ） 

 

  
小中一貫教育の推進にあなたはどのような思いをもって取り組んで

いきたいと考えていますか。具体例も含めて述べてください。 
 

■生徒数：３４人      ■学級数：４学級 

■電話番号：０８３８－２８－００１７ 

■Ｗｅｂページアドレス：http:// ooijhs.net 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 萩市立大島中学校 野村 泰 萩市大島２１１番地 

学校の特色 
 

 

  
 
 
 
 本校は萩市の沖合９．４km の離島にある小規模校である。平成２３年度より小中一体型
の併設校として歩みを進め、現在小中合同で行う学校行事や校内研修，職員会議はもとよ
り中学校教員の専門性を生かした小学校への乗り入れ授業など５・６年生の一部教科担任

制を実施するなど小中併設校の特長を生かした小中連携教育から小中一貫校としての取
組を進め移行しているところである。 

平成２９年度の生徒数は１年生８名と２年生３名、３年生１名の予定である。地域性も
あり部活動が非常に盛んで少人数ながら男子バスケットボール部、女子バレーボール部は
平成２７、２８年度の中体連の萩・阿武大会では優秀な成績を収めることができた。ただ
し生徒数も減少したことから男子バスケットボール部については単独でのチーム編成が
できない状況である。 

小規模校のメリットを最大限に引き出しながら、課題を追求していく姿勢をもった教育
実践を進めていきたい。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
○ 学校教育目標 

大島に誇りをもちたくましく生きる児童生徒の育成 

○ 重点目標 
１ 小中連携の指導による学力の向上 

互いに高め合う授業づくりにより、活用力の向上を図る。  

２ 地域の活力を生かした特色ある活動の充実 
漁業学習、農業体験活動を中心に地域との連携を強化し活力ある学校づくり 

を進める。 

学校が求める教職員 公募分野：へき地教育・小中連携 公募人数等 

○ 地域と密着したへき地教育に関心をもち、新たな取組を創造し意欲的 
に教育活動を推進していこうとする教員 

○ 小学校の教員とも連携を図りながら小中一貫教育の流れを構築し推進 
する教員 

○ 地域を愛し、島民とも積極的に関わりをもち、地域の活性化を図る教 

育活動を展開しようとする意欲をもった教員 

  
 

１名 
理科 

 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 

  
へき地教育や地域と連携した教育への思いやこれから実践してみた

い教育活動について 
 

■生徒数：１１人      ■学級数：３学級 

■電話番号：０８３８－２８－０５８７ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://edu.city.hagi.lg.jp/oshima-jh/ 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 萩市立相島中学校 山縣 賢夫 萩市相島９番地 

学校の特色 
 

 

 
 
 

本校は、萩市沖１４ｋｍの離島にある極小規模校であり、小学校と校舎を共用する小

中一体型の併設校である。来年度は１年生１名、２年生１名の複式１学級であり、併設

されている小学校の児童と合わせて７名である。小中合同行事はもちろん、教科指導に

おいても可能な範囲で小・中学校の教員が相互に乗り入れ、全児童生徒を小・中学校の

教職員全員で支援している。 

また、本校では小・中学校の教職員が職員室を共用しており、職員会議や研修会等も

常に合同で行っている。さらに、分掌組織も一体化させるとともに、学校課題解決のた

めの三つのプロジェクトチームを組織し、これに保護者や地域も加わっていただき、一

緒になって学校運営に取り組んでいる。このように小中連携や家庭・地域連携を学校づ

くりの中核として位置づけた学校運営体制で、平成２９年度以降も進めていく予定であ

る。 

 

【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
○ 学校教育目標  かしこく、やさしく、たくましく、未来を拓く力の育成 

            ～笑顔があふれ、誇れる学校づくりをとおして～ 

○ 三つのプロジェクトチームと重点目標 
  [学習部会]・・・確かな学力を育む「わかる授業」の創造 

  [環境部会]・・・美しい環境づくりと豊かな心の育成 
  [保体部会]・・・志高く、ねばり強く努力する態度の育成 

 
 

学校が求める教職員 
公募分野：へき地・複式教育、学習指導、部活動

のいずれか 
公募人数等 

○ 創造性に富み、新たな試みに積極的にチャレンジしようとする教員 
○ 授業も含めて小学校教員と常に連携しながら教育活動にあたり、小中
一貫教育による指導体制の構築に取り組むことができる教員 

○ 部活動にも積極的に取り組むことができる教員 

 
 

１名 
英語 

 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

現任校で力を入れて取り組んだこと及びその成果と課題について 

具体的に記述してください。 

■生徒数：２人      ■学級数：１学級 

■電話番号：０８３８－２５－８６００ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://edu.city.hagi.lg.jp/aishima-e/index.htm 



 

 

 

校 種 

 

学 校 名 

 

校長名 

 

所 在 地 

 

中学校 
 

 

萩市立萩東中学校 
 

 

宇野 孝一 
 

萩市大字土原 
５５６－１ 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
 本校は郷土の先覚者吉田松陰先生の「至誠」を校訓とした学校である。 
生徒は、生徒会年間スローガンである「Ｍｙ Ｃｏｌｏｒ 一人ひとりの№１」を掲げ、

「萩」に誇りをもち、新たな校風の創造を図ろうとする意欲をもって、学校行事にも積極

的に取り組んでいる。 
また、運動部・文化部あわせて１７の部活動を有し、県大会でも優秀な成績を収め、中

国大会、全国大会に出場するなど、大変熱心に活動している。 
平成２６年度からスタートしたコミュニティ･スクールは、学校支援組織である「てご

の会」やＰＴＡを中心として、授業づくりや学校行事などに積極的な参画をいただき、「学
校運営」「学校支援」「地域貢献」の三つの機能の充実を図っている。 
今後とも、コミュニティ・スクールと地域協育ネットを基盤とした、志を育むキャリア

教育の充実に向けて、学力向上・学力保障、生徒指導の推進に取り組んでいきたいと考え
ている。 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
(1) 夢を志に高めるキャリア教育の推進 

(2) 自ら学ぶ意欲の育成と確かな学力向上・学力保障 
(3) 学校生活に喜びと充実感をもたせる積極的な生徒指導の推進 

 (4) コミュニティ･スクールと夏柑ネット（地域協育ネット）の一体的な推進 

 
 

 

学校が求める教職員 

 

公募分野：学習指導・生徒指導・地域連携 
 

公募人数等 

 
○ 生徒の主体的な学びや問題解決能力を育てる授業を大切にする教員 
○ 生徒指導に関する課題の解決に積極的に取り組む教員 
○ 地域と連携した学校運営や教育活動に意欲的に取り組む教員 
○ 部活動に熱意のある教員 

 
２名 

 
数学 
英語 

 
 

 

論作文題 

(Ａ４判１枚程度) 

 

 
生徒の主体性を伸ばすために取り組んできた教育実践と、本校で取り

組みたいことを具体的に述べてください。 
 

■生徒数：４７８名         ■学級数：１７学級 

■電話番号：０８３８－２５－２７２１ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://edu.city.hagi.lg.jp/higashi-jh/index.html 



 

 

 

校 種 学 校 名 校長名 所 在 地 

中学校 萩市立田万川中学校 数井 聡美 
萩市大字下田万 
１０７０番地 

学校の特色 
 

 

 
 
 
 
平成１５年４月に旧田万川町の二つの中学校を統合し、田万川中学校として開校した。

新校舎が完成した平成１７年 1 月から、全国で５番目のコミュニティ・スクール、山口県
初となる「教科教室型」学校となった。 

校舎は、地域に開かれた図書館を有するとともに、技能系教室・多目的室等を日常的に
生涯学習団体等に開放し、地域の学習拠点としての機能も果たしている。 
地域と学校の教育力を相互に生かし、生徒が地域住民と共に学び合い、学習交流を図る

『共生・共学の学校』づくりを推進している。 
 今後は、地域にある二つの小学校との連携も強化しながら、コミュニティ・スクールを
さらに発展させたいと考えている。 
 
 
 
 
 
【本年度本校で重点をおいて取り組んでいる目標】 
  

「ふるさとを愛し、地域に笑顔を広げるコミュニティ・スクール」 
○ 志をもち、主体的に考え、意欲的に活動する生徒の育成 
○ 学校・家庭・地域が連携した確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

○ 教科教室型校舎の利点を生かした地域密着型教育の推進 
 

学校が求める教職員 公募分野：コミュニティ・スクール 公募人数等 

 
 コミュニティ・スクールの新しい展開に向けて、企画力と行動力をもち、 
地域に開かれた信頼される学校づくりに積極的に取り組みたい教員 

 
１名程度 

 
数学 
理科 

 

論作文題 

（Ａ４判１枚程度） 

 

  
 これまでの実践を生かして、コミュニティ・スクールの推進に向け
て取り組んでみたいことを具体的に述べてください。 
 
 

■生徒数：５４人      ■学級数：４学級 

■電話番号：０８３８７－３－０５５６ 

■Ｗｅｂページアドレス：http://edu.city.hagi.lg.jp/tamagawa-jh/ 



問い合わせ先

教 職 員 課 人 事 企 画 班 ℡ 083-933-4550 FAX 083-933-4559

教 職 員 課 人 事 班 ℡ 083-933-4624 FAX 083-933-4559

義務教育課 地域支援・人事班 ℡ 083-933-4595 FAX 083-933-4609


